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令
和
七
年
五
月
二
十
一
日
（
水
）　

春
日
市
の
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
で
、
第
十
四
回

定
時
社
員
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
ご
臨
席
さ
れ
ま
し
た
福
岡
県
知
事　

服
部
誠
太
郎
様
代
理　

福
岡
県
副
知
事　

大
曲
昭
恵
様
、
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長 

酒
見
俊
夫
様 

代
理　

常
務
理
事 

徳
永
秀
昭
様

か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
令
和
六
年
度
事
業
実
施
状
況
、
令
和
六
年
度
会
計
決
算
、
役
員
選
任
（
案
）

が
慎
重
審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
た
後
、
令
和
七
年
度
予
算
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。のばそう！健康寿命、

　　　　担おう！地域づくりを
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た
だ
い
ま
ご
紹
介
に
あ
ず
か
り
ま

し
た
会
長
の
松
栄
で
ご
ざ
い
ま
す
。

第
十
四
回
定
時
社
員
総
会
の
開
催

に
あ
た
り
、
ひ
と
こ
と
ご
挨
拶
申
し

上
げ
ま
す
。

　
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
多
く
の
会

員
の
皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
ご
来
賓
と
い
た
し
ま
し
て
、

福
岡
県
知
事　

服
部
誠
太
郎
様
の
ご

代
理
で
大
曲
昭
恵
副
知
事
、
福
岡
県

社
会
福
祉
協
議
会
会
長　

酒
見
俊
夫

様
の
ご
代
理
で
、
常
務
理
事
の　

徳

永
秀
昭
様
に
ご
臨
席
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

お
二
方
に
は
、
公
務
ご
多
忙
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ご
臨
席
を
賜
り
、
心

か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

福
岡
県
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
高

齢
者
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
な
ど
を
通
じ
、
高
齢
者
福
祉
の
増

進
を
図
る
様
々
な
施
策
を
進
め
て
お

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、

担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
と
し
て
活
動
す
る
老
人
ク

ラ
ブ
と
、
こ
れ
を
支
え
る
市
町
村
老

連
や
県
老
連
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
り
、
重
ね
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

我
が
国
は
、
超
高
齢
社
会
に
突
入

し
て
か
ら
す
で
に
二
十
年
近
く
が
経

過
し
、
急
速
な
高
齢
化
に
よ
っ
て
、

福
祉
や
医
療
面
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

点
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
数

は
年
々
減
り
続
け
、
若
手
の
入
会
が

減
る
こ
と
で
ク
ラ
ブ
活
動
の
担
い
手

が
高
齢
化
し
て
お
り
、
会
員
の
増
強

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
最
大
の
目
的
は
、

地
域
の
仲
間
づ
く
り
で
す
。

皆
さ
ん
、
地
域
に
は
身
近
に
支
え

合
え
る
仲
間
が
い
る
か
ら
心
強
い
の

で
す
。
ま
た
、
人
生
仲
間
が
い
る
か

ら
面
白
い
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
有
名
な
ス
ポ
ー
ツ
選

手
が
「
人
生
の
価
値
は
ど
れ
だ
け
の

財
産
を
得
た
か
で
は
な
く
、
ど
れ
だ

け
多
く
の
仲
間
を
得
た
か
で
あ
る
。」

と
言
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
多
く

の
新
し
い
仲
間
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
本
日
は
「
令
和
六
年
度
の

決
算
」
を
は
じ
め
、
三
つ
の
議
案
を

提
案
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
十
分
な
ご
審
議
の
う
え
、

ご
承
認
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、
本
日
の
総
会
が
実
り
多

い
も
の
と
な
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
絆

が
一
層
強
く
な
る
こ
と
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。　

　
　
　

福
岡
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　

会
長

松
栄　

磐

会
長
あ
い
さ
つ

福
岡
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

福
岡
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　

　
　
　
　  

第
十
四
回
　
定
時
社
員
総
会

第
十
四
回
　
定
時
社
員
総
会
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福
岡
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
定
時

社
員
総
会
の
ご
盛
会
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
固
い
結

束
の
も
と
、
健
康
づ
く
り
活
動
や
地

域
支
え
合
い
事
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
通
じ
て
、
高
齢
者
福
祉

の
増
進
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、い
わ
ゆ
る「
団
塊
の
世
代
」

が
七
十
五
歳
以
上
に
な
る
二
〇
二
五

年
を
迎
え
、
我
が
国
の
人
口
に
占
め

る
高
齢
者
の
割
合
は
約
三
割
と
な
り
、

そ
の
う
ち
約
六
割
が
七
十
五
歳
以
上

に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
県
に
お
い
て
も
、
人
口
に
占
め

る
高
齢
者
の
割
合
は
約
三
割
と
な
り
、

三
人
に
一
人
に
近
づ
く
と
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
人
で
暮
ら
す

高
齢
者
世
帯
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、

認
知
症
高
齢
者
の
数
も
増
加
す
る
と

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
で
、

今
後
、
地
域
の
活
力
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
高
齢
者
の
方
々
に
地

域
社
会
の
重
要
な
担
い
手
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
一
層
の
ご
活
躍

を
い
た
だ
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

特
に
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の

見
守
り
活
動
の
果
た
す
役
割
が
ま
す

ま
す
重
要
と
な
る
中
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ま
に
は
、
民
生
委
員
や
自
治

会
、
社
会
福
祉
協
議
会
お
よ
び
市
町

村
と
の
協
力
、
連
携
の
も
と
、
県
内

全
て
の
市
町
村
で「
見
守
り
活
動
チ
ー

ム
」
を
編
成
い
た
だ
く
な
ど
、
活
動
の

根
幹
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

松
栄
会
長
を
は
じ
め
、
役
員
な
ら
び

に
会
員
の
皆
様
の
日
頃
の
ご
尽
力
に

対
し
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と

も
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

県
で
は
、「
高
齢
者
が
い
き
い
き
と

活
躍
で
き
、
医
療
や
介
護
が
必
要
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
づ
く
り
」

を
基
本
理
念
と
し
た
「
第
一
〇
次
福

岡
県
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
に
基

づ
き
、
今
後
も
健
康
寿
命
の
延
伸
を

目
指
し
た
「
ふ
く
お
か
健
康
づ
く
り

県
民
運
動
」
の
推
進
や
、
経
験
豊
か

な
高
齢
者
の
方
々
が
社
会
で
活
躍
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
生
涯
現
役

社
会
」
の
実
現
に
向
け
た
、「
福
岡
県

生
涯
現
役
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー
」

の
運
営
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
引
き
続
き
、
皆
さ
ま
に
は
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
福
岡
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
ご

出
席
の
皆
様
お
一
人
お
一
人
の
ご
健

勝
、
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

福
岡
県
知
事　

服
部
誠
太
郎

知
事
祝
辞



第 88 号 (4)

本
日
「
第
十
四
回
福
岡
県
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
定
時
社
員
総
会
」
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心

か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
能
登
半
島
を
中
心
と
し

た
地
震
、
さ
ら
に
は
豪
雨
と
い
う
大

規
模
な
自
然
災
害
が
発
生
し
、
長
期

に
わ
た
り
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
取

組
み
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
物

価
高
騰
の
長
期
化
に
よ
り
、
生
活
困

窮
や
孤
独
・
孤
立
等
、
様
々
な
地
域

課
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
は
一
様
で
は
な

く
、
解
決
に
向
け
て
は
、
経
済
的

支
援
に
と
ど
ま
ら
な
い
包
括
的
な

支
援
が
必
要
で
す
。
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
紡
ぎ
直
し
、
支
え
合

い
な
が
ら
、
誰
も
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
が
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
貴
連
合
会
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
健
康
寿
命
を
で

き
る
だ
け
伸
ば
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
、グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
な
ど
健
康
づ
く
り
や
仲

間
づ
く
り
、
そ
し
て
社
会
奉
仕
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
松

栄
会
長
を
は
じ
め
、
長
き
に
わ
た

り
高
齢
者
福
祉
に
献
身
的
に
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
歴
代
の
会

長
や
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
の

御
尽
力
の
賜
物
と
深
く
敬
意
を
表

し
ま
す
。

私
ど
も
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
地
域
の
福
祉
課
題
を
地
域

全
体
で
解
決
す
る
こ
と
を
目
標
に

掲
げ
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
・

協
働
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

今
年
も
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
高
齢

社
会
を
築
く
た
め
「
福
岡
県
ね
ん
り

ん
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
本
会
は
実
行
委
員
会
事
務

局
と
し
て
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加

い
た
だ
け
る
よ
う
し
っ
か
り
と
準
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
十
月
十
八
日
か
ら
二
十
一

日
の
四
日
間
に
わ
た
り
岐
阜
県
で

開
催
さ
れ
ま
す
「
第
三
十
七
回
全

国
健
康
福
祉
祭
ぎ
ふ
大
会
」
に
は
、

福
岡
県
か
ら
も
多
く
の
選
手
・
役

員
を
派
遣
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
松
榮
会
長
に
は
選
手

団
副
団
長
と
し
て
、
本
県
選
手
の

活
躍
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
会
で
は
、
両
大
会
の
成
功
に
向

け
、
貴
連
合
会
と
共
に
力
を
合
わ

せ
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
御
支
援
・
御
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

結
び
に
、
貴
連
合
会
の
今
後
益
々

の
御
発
展
と
、
皆
様
方
の
御
健
勝

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
お
祝
い
の

言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

　
　

   
社
会
福
祉
法
人

　
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

会　

長　

酒
見
俊
夫

会
長
祝
辞
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事
業
実
施
方
針

令
和
七
年
度

「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、

     

担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」

〈
健
康
寿
命
〉

○
健
康
寿
命
を
の
ば
し
、
自
立
し
た

生
活
、
生
き
が
い
あ
る
生
活
の
実

現
を
目
指
す
。

○
仲
間
や
地
域
の
高
齢
者
と
と
も
に

継
続
的
な
健
康
活
動
に
取
り
組
む
。

〈
地
域
づ
く
り
〉

○
他
世
代
や
関
係
団
体
と
連
携
し
、

安
全
・
安
心
の
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
を
目
指
す
。

○
元
気
高
齢
者
の
知
識
・
経
験
・
活

力
を
生
か
す
場
づ
く
り
・
機
会
づ

く
り
を
広
げ
る
。

　

わ
が
国
は
、
少
子
高
齢
化
・
人
口

減
少
が
急
速
に
進
み
、
団
塊
の
世
代
が

七
十
五
歳
を
迎
え
る
二
〇
二
五
年
を

目
前
に
控
え
て
、
本
格
的
な
超
高
齢
社

会
を
迎
え
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
な
か
、

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
生
き
が

い
を
も
っ
て
暮
ら
し
、
共
に
支
え
合
う 

「
地
域
共
生
社
会
」 

の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
、
孤
独
や
孤
立
に
悩

む
人
を
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
社

会
づ
く
り
を
目
指
し
た 

「
孤
独
・
孤
立

対
策
推
進
法
」 

と
、
認
知
症
の
人
が
尊

厳
を
保
持
し
つ
つ
希
望
を
持
っ
て
地

域
で
暮
ら
す
こ
と
を
目
的
に
し
た 

「
認

知
症
基
本
法
」 
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
社
会
目
標
は
、
私
た
ち
老
人

ク
ラ
ブ
の
活
動
と
軌
を
一
に
す
る
も

の
と
い
え
ま
す
。
振
り
返
る
と
、
私
た

ち
は
、
戦
後
一
貫
し
て
地
域
で
の
支
え

合
い
を
主
体
的
に
行
い
、
多
彩
な
活
動

を
展
開
し
て
、
時
に
喜
び
を
分
か
ち
合

い
、
時
に
災
害
な
ど
困
難
を
共
に
乗
り

越
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ

ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
仲
間
づ
く
り

や
支
え
合
い
の
活
動
実
践
に
誇
り
を

持
ち
、
こ
れ
を
活
か
し
て
、
孤
独
・
孤

立
の
防
止
、
認
知
症
の
正
し
い
知
識
・

理
解
の
普
及
な
ど
に
地
域
の
関
係
団

体
等
と
連
携
・
協
働
し
て
一
層
推
進
す

る
こ
と
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
一
月
一
日
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
は
、
全
国
の

仲
間
か
ら
た
く
さ
ん
の
友
愛
の
心
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
、
高
齢
化
の
著

し
い
被
災
地
で
、
我
々
の
仲
間
や
多
く

の
高
齢
者
が
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
毎
年

の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
る
災
害
を
乗

り
越
え
、復
興
の
一
助
と
す
る
た
め
に
、

私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
の
日
頃
の
仲
間

づ
く
り
や
地
域
と
の
幅
広
い
つ
な
が

り
を
大
切
に
育
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

　
高
齢
者
の
自
主
組
織
と
し
て
、
健
康

寿
命
の
延
伸
及
び
相
互
扶
助
の
観
点
か

ら
同
世
代
の
見
守
り
や
支
え
合
い
活
動

を
通
じ
て
、
地
域
社
会
の
中
で
期
待
さ

れ
る
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
全
老
連

が
提
唱
す
る
運
動
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

生
き
が
い
や
や
り
が
い
、
喜
び
な
ど
高

齢
者
が
楽
し
く
参
加
で
き
る
魅
力
あ
る

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
展
開
し
、
仲
間
は

も
と
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
と

も
に
高
齢
者
が
生
き
が
い
の
あ
る
生
活

が
で
き
る
よ
う
な 

「
共
生
社
会
」 

の
実

現
に
資
す
る
こ
と
と
す
る
。

１　

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
活
動

の
推
進

　

関
係
機
関
と
の
連
携
、
人
材
の
活

用
等
に
よ
り
、
高
齢
者
の
健
康
保
持
、

フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）・ 

介
護
予
防
を
進

め
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
、
高

齢
者
が
健
全
で
安
ら
か
な
生
活
を
保

持
で
き
る
よ
う
努
め
る
。
併
せ
て
、
健

康
づ
く
り
推
進
の
中
核
と
な
る
リ
ー

ダ
ー
の
養
成
に
努
め
る
。

２　

高
齢
者
・
地
域
支
え
合
い
事
業

の
推
進

　

高
齢
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か

し
、
訪
問
活
動
を
通
し
た
孤
立
防
止
や

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
を
対
象
と

メ
イ
ン
テ
ー
マ
（
全
国
共
通
）

基
本
方
針
（
県
老
連
）

老
人
ク
ラ
ブ
大
会
宣
言
事
項

の
実
践
（
全
国
共
通
）

一
、
健
康
長
寿
を
め
ざ
す 

　
　
　
　
「
健
康
活
動
」 

の
推
進

一
、
暮
ら
し
を
見
守
る

　
　
　
　
「
支
え
合
い
活
動
」 

の
展
開

一
、
高
齢
期
を
豊
か
に
す
る

　
　
　
　
「
生
き
が
い
活
動
」 

の
充
実

一
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
と
連
携
し
た

　
　
　
　
「
地
域
貢
献
活
動
」 

の
推
進

一
、
す
べ
て
の
人
々
の
尊
厳
が
守
ら

　
　

れ
る 　

　
　
　
　
「
社
会
保
障
制
度
」 

の
確
立

第
五
十
三
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会　
　

　
　
　
宣
言
事
項

　
　   

令
和
六
年
十
一
月
二
十
一
日
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し
た
友
愛
活
動
を
基
盤
と
す
る
幅
広
い

生
活
支
援
等
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え

る
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
こ
ど

も
見
守
り
活
動
や
防
災
・
防
犯
の
ま
ち

づ
く
り
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し
た
地

域
課
題
の
解
消
に
取
り
組
み
、
支
え
合

い
の
地
域
づ
く
り
に
努
め
る
。

３　
組
織
活
動
の
強
化
に
向
け
た
取

り
組
み
の
推
進

　

市
町
村
老
連
及
び
単
位
ク
ラ
ブ
の

活
動
・
組
織
の
一
層
の
充
実
強
化
を

図
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
更
に
活

性
化
さ
せ
る
。
こ
の
た
め
、
若
手
会

員
及
び
女
性
会
員
の
参
画
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
要
綱
等
に
基
づ
く
会

員
増
強
運
動
を
継
続
的
に
推
進
す
る
。

４　
全
国
共
通
目
標
の
推
進

　

全
老
連
が
提
唱
す
る
全
国
共
通
目

標
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

５　

制
度･

政
策
、
高
齢
者
に
係
る

課
題
等
の
学
習
・
実
践

　

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
意
義
の
周
知

に
努
め
る
と
と
も
に
、
社
会
保
障
制

度
の
学
習
と
提
言
、
提
案
活
動
な
ど
、

積
極
的
な
社
会
参
加
に
努
め
る
。

６　
会
員
の
安
全
対
策
と
連
帯
意
識

の
高
揚
等

　

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
中
の
事
故
や
会

員
の
日
常
生
活
上
の
事
故
に
備
え
た 

「
老
人
ク
ラ
ブ
保
険
」 

の
普
及
と
会
員

の
連
帯
意
識
を
高
め
る
仲
間
の
し
る

し
で
あ
る
会
員
章
の
普
及
を
通
し
て
、

活
動
強
化
を
図
る
。

１　

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
活
動

の
推
進

（1）　

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
活
動
の　

組
織
的
な
取
組
の
展
開

　

健
康
推
進
委
員
会
を
中
心
と
し

て
、
健
康
づ
く
り
、
フ
レ
イ
ル
・
介

護
予
防
活
動
の
組
織
的
な
取
組
を
進

め
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
す
。

①　

三
大
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

ペ
タ
ン
ク
）
の
実
施

　

・
三
大
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
令
和
八
年
度
に
向
け

て
検
討
す
る
。

②　

シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
普
及
と
そ
の

た
め
の
講
習
会
の
開
催

③　

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
、
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
高
齢
者
向
け
体

力
測
定
の
普
及･

推
進

④　

人
材
（
医
師
や
看
護
師
、
栄
養

士
等
経
験
者
）
の
活
用
に
よ
る
健

康
づ
く
り
の
推
進

⑤　

市
町
村
老
連
が
行
う 

「
健
康
づ

く
り
事
業
」 

の
支
援

⑥　

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
リ
ー

ダ
ー
の
養
成

・ 

「
体
力
測
定
講
習
会
」 

の
実
施

・ 

全
老
連
主
催
の
研
修
会
等
へ
の
会

員
の
派
遣

⑦　

市
町
村
な
ど
の
行
政
を
は
じ

め
、
健
康
づ
く
り
関
係
団
体
と
の

連
携

⑧　

全
国
健
康
福
祉
祭
へ
の
参
加

（2）　

全
国 

「
健
康
を
す
す
め
る
運
動
」 

の
実
践

「
健
康
を
す
す
め
る
運
動
」 

推
進
研
修
会

等
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
の
輪
の
拡
大

２　
高
齢
者･

地
域
支
え
合
い
事
業
の

推
進

（1）　

在
宅
福
祉
を
支
え
る
友
愛
活
動

の
推
進

①　
「
高
齢
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進

事
業
（
愛
の
一
声
・
友
愛
訪
問

事
業
）」 

の
推
進

②　
「
高
齢
者
相
互
支
援
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
」 

の
実
施

③　

全
老
連
主
催
の
研
修
会
等
へ

の
会
員
の
派
遣

④　

新
地
域
支
援
事
業
（
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
）

へ
の
参
画

・ 

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
、
高
齢

者
の
介
護
予
防
や
生
活
支
援
に

資
す
る
こ
と
へ
の
理
解
と
周
知

に
努
め
、
行
政
・
関
係
機
関
と

連
携
・
協
力
し
て
事
業
に
参
画

す
る
な
ど
、
幅
広
い
生
活
支
援

を
推
進
す
る
。

（2）　

地
域
支
え
合
い
事
業
の
推
進

①　

こ
ど
も
見
守
り
、
防
犯・防
災
、

交
通
安
全
、
災
害
等
緊
急
時
の

対
応
等

・ 

こ
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
、

登
下
校
時
な
ど
の
見
守
り
活
動

の
推
進

・ 

地
域
や
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
守

る
た
め
、
防
犯
を
は
じ
め
各
種

安
全
対
策
、
交
通
安
全
活
動
の

推
進

②　

消
費
者
被
害
・
特
殊
詐
欺
対

策
の
強
化

・ 

地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
研
修

会
を
通
じ
て
、
高
齢
者
を
狙
う

悪
質
業
者
等
に
よ
る
消
費
者
被

害
・
特
殊
詐
欺
被
害
の
未
然
防

止
を
図
る
。

③　

全
国
一
斉 

「
社
会
奉
仕
の
日
」 

の
取
り
組
み
と
通
年
活
動
の
計

画
的
な
推
進

（3）　

地
域
の
関
係
機
関
と
の
連
携

①　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
地
域
の
関
係
機
関
と
の
連
携

具
体
的
方
針
（
県
老
連
）

公
益
目
的
事
業
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に
よ
る
高
齢
者
の
支
援

　

・
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
の
高

齢
者
の
状
況
に
精
通
し
て
お
り
、

今
後
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
認
知

症
を
は
じ
め
各
種
情
報
を
関
係

機
関
と
共
有
し
な
が
ら
、
高
齢

者
支
援
を
推
進
す
る
。

②　

行
政
・
警
察
、
学
校
・
P
T
A
、

自
治
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

民
生
委
員
等
地
域
団
体
と
の
連

携
に
よ
る
情
報
の
共
有
及
び
各

種
制
度
の
学
習
機
会
の
拡
大

③　

地
域
の
関
係
者
と
連
携
し
た

住
民
参
加
型
活
動
へ
の
参
画
（
生

活
支
援
・
助
け
合
い
活
動
） 

３　
組
織
活
動
の
強
化
に
向
け
た
取

組
の
推
進

（1）　

会
員
増
強
の
一
層
の
推
進

　
　

令
和
六
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
新
た
な 

「
会
員
増
強
運
動
」 

を
継

続
的
・
組
織
的
に
推
進
す
る
。

①　

女
性
部
が
主
導
し
て
会
員
全

員
で
取
り
組
む
活
動
方
針
の
周

知
徹
底
と
実
践
の
拡
大

・ 

会
員
一
人
ひ
と
り
に
よ
る
友
人
・

知
人
・
配
偶
者
を
始
め
、
未
加
入

者
に
対
す
る
加
入
の
呼
び
か
け

・ 

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
参
加
呼
び

か
け
等
体
験
参
加
の
促
進
及
び
地

域
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加

②　

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
魅
力
や

有
用
性
、
会
員
増
強
の
意
義
・

メ
リ
ッ
ト
の
発
信
・
周
知

③　

老
人
ク
ラ
ブ
の
解
散
（
休
会
、

休
眠
）
防
止
と
支
援
体
制
の
充

実
・
強
化
及
び
未
設
置
地
域
へ

の
ク
ラ
ブ
の
新
設
並
び
に
未
加

入
ク
ラ
ブ
の
加
入
促
進

④　

自
治
会
等
地
域
組
織
と
の
連

携
強
化
、
他
の
組
織
・
機
関
と

連
携
し
た
活
動
の
輪
の
拡
大

⑤　

後
継
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

⑥　

会
員
増
強
強
化
月
間
（
二
～

三
月
）
の
設
定

（2）　

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

①　
「
会
長
研
修
会
」 「
事
務
局
長
研

修
会
」 
な
ど
系
統
的
な
研
修
事
業

を
通
し
た
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

②　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
や
九

州
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
及
び
全
老
連
主
催

の
研
修
会
等
へ
の
会
員
の
派
遣

（3）　

若
手
、
女
性
会
員
の
登
用
の
促
進

①　

若
手
会
員
や
女
性
会
員
の
役

員
へ
の
登
用
の
拡
大

・ 

若
手
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
、
若
手

委
員
会
の
立
ち
上
げ
の
取
り
組
み

・ 

女
性
委
員
会
を
中
心
に
、
市
町

村
老
連
の
女
性
組
織
の
活
性
化

と
女
性
役
員
の
拡
大

・ 

各
種
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
へ

の
若
手
・
女
性
会
員
の
参
加
等

に
よ
る
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
及
び

登
用
の
促
進

②　
「
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」 

の

実
施

（4）　

魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
づ
く
り

の
推
進

　
　

新
た
な
行
事
や
サ
ー
ク
ル
活
動

を
企
画
す
る
な
ど
、
単
位
ク
ラ
ブ
が

行
う
生
き
が
い
や
や
り
が
い
、
楽
し

み
な
ど
魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
づ

く
り
を
推
進
す
る
。

（5）　

表
彰

①　

県
老
連
会
長
表
彰
、
全
老
連

会
長
表
彰
等
に
よ
る
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
へ
の
貢
献
に
対
す
る
顕

彰
及
び
意
欲
の
喚
起

②　

会
員
増
強
に
係
る
県
老
連
会

長
表
彰
の
実
施

（6）　

市
町
村
老
連
と
の
連
携
・
情
報
の

共
有

①　

事
務
処
理
体
制
の
整
備
、
県

老
連
事
務
局
と
市
町
村
老
連
事

務
局
と
の
連
携
の
強
化
、
電
子

メ
ー
ル
を
活
用
し
た
情
報
伝
達

の
効
率
化
及
び
市
町
村
老
連
等

の
事
務
負
担
の
軽
減
に
努
め
る
。

・ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
電
子
メ
ー
ル

な
ど
多
様
な
情
報
通
信
手
段
を

活
用
し
た
事
務
処
理
の
推
進

②　

各
種
研
修
会
や
会
議
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
た
県
老
連
と

市
町
村
老
連
の
情
報
の
共
有
及

び
老
連
間
の
意
思
疎
通
・
連
携

の
強
化

（7）　

広
報
活
動
の
推
進

　
　

老
人
ク
ラ
ブ
の
日
頃
の
活
動
や
魅

力
、
意
義
に
つ
い
て
、
会
員
の
み
な

ら
ず
、
地
域
住
民
や
地
元
企
業
な
ど

に
も
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
新
た
な

仲
間
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、

多
様
な
媒
体
を
活
用
し
て
、
以
下
の

よ
う
な
広
報
活
動
を
展
開
す
る
。

①　

県
老
連
機
関
紙 

「
福
老
連
」 

の

配
布
、
研
修
会
な
ど
を
通
し
た
情

報
の
提
供

②　
単
位
ク
ラ
ブ
が
行
う
行
政
や
自

治
会
等
の
関
係
機
関
、
近
隣
の

駅
や
病
院
、
銀
行
、
農
協
等
身

近
な
組
織
に
対
す
る
情
報
提
供

に
よ
る
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の

理
解
の
促
進

③　

単
位
ク
ラ
ブ
が
行
う
町
内
会
の

回
覧
板
に
よ
る
広
報
誌
の
回
覧

④　

分
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
や

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
初
歩
的
な 

「
広

報
紙
づ
く
り
研
修
会
」 

を
開
催
し
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
広
報
担
当
者
の
資

質
向
上
を
図
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
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動
の
魅
力
の
発
信
に
努
め
る
。

⑤　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、

多
様
な
情
報
を
掲
載
し
て
、
広

報
活
動
の
強
化
及
び
市
町
村
老

連
と
の
情
報
の
共
有
化
を
図
る
。

（8）　

全
老
連
や
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡

協
議
会
が
開
催
す
る
各
種
会
議
に

出
席
す
る
等
、
高
齢
者
や
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
・
運
営
に
係
る
情
報
収

集
及
び
連
携
を
図
る
。

４　
全
国
共
通
目
標
の
推
進

（1）　

会
員
増
強
へ
の
取
組

　
　

全
国
的
な
取
組
の
重
点
で
も
あ
る

会
員
増
強
に
つ
い
て
、 「
福
岡
県
老

人
ク
ラ
ブ
会
員
増
強
運
動
実
施
要

領
」 

に
基
づ
き
、
引
き
続
き
会
員
増

強
に
努
め
る
。

（2）　

全
国
三
大
運
動 

「
健
康･

友
愛･

奉
仕
」 

活
動
の
推
進

①　

健
康
活
動
（
健
康
づ
く
り
・

フ
レ
イ
ル
予
防
活
動
）

・ 

健
康
を
保
持
・
増
進
す
る
フ
レ
イ

ル
（
虚
弱
）
予
防
活
動
の
推
進

・ 

運
動
、
栄
養
、
社
会
参
加
を
柱

と
し
た
学
習
と
実
践

・ 

「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
」 「
高

齢
者
向
け
体
力
測
定
」 「
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」 

の
推
進

②　

友
愛
活
動
（
高
齢
者
が
相
互

に
支
え
合
う
活
動
）

・ 

友
愛
活
動
を
基
盤
と
し
た
幅
広

い
生
活
支
援
活
動
の
推
進

・ 

多
様
な
生
活
支
援
・
通
い
の
場
づ

く
り
、
見
守
り
支
援
、
健
康
づ
く

り
支
援
、
情
報
伝
達
支
援
の
推
進

・ 

新
地
域
支
援
事
業
へ
の
参
画
推
進

・ 

認
知
症
、
孤
立
死
防
止
、
高
齢

者
虐
待
等
の
学
習
・
実
践
と
地

域
関
係
者
と
の
連
携

③　
奉
仕
活
動
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

・ 

「
社
会
奉
仕
の
日
」 

一
斉
奉
仕
活

動
の
推
進

・ 

高
齢
消
費
者
被
害
防
止
に
向
け

た
学
習
・
支
援
体
制
づ
く
り

（3）　

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
・
生
活
支

援
活
動
の
推
進

　
　

高
齢
期
を
健
康
で
互
い
に
支
え
合

い
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
は
、

高
齢
者
自
身
の
幸
せ
の
み
な
ら
ず
、

す
べ
て
の
人
々
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る

社
会
保
障
制
度
の
確
立
に
も
寄
与
す

る
。
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進

行
す
る
中
に
あ
っ
て
、
老
人
ク
ラ
ブ

は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
生
か
し
、

健
康
寿
命
の
延
伸
と
地
域
に
お
け
る

支
え
合
い
活
動
の
す
そ
野
を
広
げ
る

た
め
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
と
連
携
し
た

地
域
貢
献
活
動
に
取
り
組
む
。

５　
制
度･

政
策
、
高
齢
者
に
係
る
課

題
等
の
学
習
・
実
践

（1）　

老
人
ク
ラ
ブ
の
組
織
強
化
・
活
動

へ
の
理
解
促
進
と
予
算
の
確
保

①　

県
老
連
、
市
町
村
老
連
の
各

段
階
に
お
け
る
地
方
自
治
体
、

議
会
、
一
般
市
民
に
対
す
る
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
の
Ｐ
Ｒ

②　

新
た
な
自
主
財
源
開
拓
に
向

け
た
調
査
研
究
及
び
予
算
確
保

に
向
け
た
取
組
の
強
化

（2）　

社
会
保
障
制
度
等
の
学
習
と
提

言･

提
案
活
動

①　

医
療
・
介
護
・
福
祉
等
の
社

会
保
障
制
度
を
は
じ
め
、
交
通

安
全
、
消
費
者
被
害
・
特
殊
詐

欺
被
害
、
防
災
・
防
犯
な
ど
高

齢
者
に
関
わ
る
課
題
の
学
習
、

実
践
活
動

②　

高
齢
者
を
め
ぐ
る
制
度･

施

策
に
対
す
る
提
言
・
提
案
等

６　
会
員
の
安
全
対
策
と
連
帯
意
識

の
高
揚
等

（1）　

老
人
ク
ラ
ブ
傷
害
保
険
及
び
賠

償
責
任
保
険
の
普
及
拡
大

　
　

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
中
の
事
故
や

会
員
の
日
常
生
活
上
の
事
故
に
備

え
た 

「
老
人
ク
ラ
ブ
傷
害
保
険
及

び
賠
償
責
任
保
険
」 

の
普
及
拡
大

に
努
め
る
。

（2）　

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
章
の
普
及
拡
大　

　
　

全
国
の
会
員
を
つ
な
ぐ
仲
間
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る 

「
会
員
章
」 

の

普
及
に
よ
る
連
帯
意
識
の
高
揚

（3）　

指
定
旅
館
数
の
回
復
、
利
用
促
進　

　
　

指
定
旅
館
か
ら
の
賛
助
収
益
は
重

要
な
自
主
財
源
の
一
つ
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
新
た
な
指
定
旅
館
の
開
拓
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
会
員
に
対
す

る
指
定
旅
館
制
度
の
周
知
を
行
い
、

指
定
旅
館
数
の
回
復
に
努
め
る
。

７　
県
老
連
組
織
の
運
営
等

①　
社
員
総
会
、
理
事
会
、
委
員
会・

各
種
会
議
等
の
活
性
化
に
よ
る

県
老
連
活
動
の
充
実

②　

公
益
認
定
法
に
基
づ
く
公
益

社
団
法
人
と
し
て
の
組
織
体
制

の
整
備

③　
行
政
を
は
じ
め
、
社
会
福
祉
協

議
会
等
高
齢
者
福
祉
の
増
進
に
資

す
る
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携

強
化

④　
事
務
局
の
業
務
量
削
減
の
た
め
、

令
和
八
年
度
に
向
け
て
、
事
業
削

減
の
具
体
案
を
検
討
す
る
。

福
利
厚
生
・
相
互
扶
助
等
事
業

　
そ
の
他
法
人
の
目
的
を

　
　
達
成
す
る
た
め
の
事
業



第 88 号(9)

令和６年度　決　算　書



第 88 号 (10)

令和７年度　予　算　書



第 88 号(11)

筑
前
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
取
り
組
み
と
今
後
の
事
業
に

つ
い
て

筑
前
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

副
会
長　

矢
野
　
和
雄

地
区
地
区
か
ら
の

か
ら
の
発
信
発
信

福 
岡 
地 
区

筑
前
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、

全
老
連
の
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」、

「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担
お
う
！

地
域
づ
く
り
を
」を
軸
に
事
業
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
二
～
四
年
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
、
事
業
等
の
活
動
が
制
限
さ
れ

る
中
、
各
単
位
ク
ラ
ブ
か
ら
、
脱
会
・

休
会
の
申
し
出
が
相
次
い
で
起
こ
り

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
会
員
獲

得
と
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
活
動
の
理
解
を

得
る
た
め
の
方
法
と
し
て
、
休
会
の

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
年
間
行
事

で
も
あ
る
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

月
例
会
に
お
誘
い
を
致
し
ま
し
た
。　

そ
の
結
果
、
三
十
二
名
の
方
々
に

入
会
頂
き
、　
「
夜
須
友
の
会
」
を
設

立
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
夜
須

友
の
会
」
は
、
令
和
五
年
度
よ
り
一

つ
の
単
位
ク
ラ
ブ
と
し
て
県
老
連
、

町
か
ら
新
規
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

今
後
の
会
員
増
員
の
事
例
と
な
れ
ば

と
考
え
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
は
年
一
回
、
町
長
杯
を
行
い
、

予
選
大
会
に
は
八
十
名
以
上
の
参
加

者
が
あ
り
、
六
十
名
の
決
勝
進
出
者

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
筑
前
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
主
な
事
業
と
し
て
、
補
助
金

事
業
で
あ
る
「
散
歩
道
遊
歩
道
」
の

整
備
作
業
を
年
間
十
三
回
（
延
べ
人

数
二
六
九
名
）、委
託
事
業
で
あ
る「
戦

没
者
慰
霊
碑
・
忠
霊
塔
」
の
清
掃
作

業
を
年
間
十
回
（
延
べ
人
数
一
七
四

名
）、
地
域
社
会
へ
の
奉
仕
活
動
と
し

て
行
い
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

三
輪
町
・
夜
須
町
の
両
町
合
併
時

か
ら
の
長
年
の
懸
案
事
項
で
も
あ
り

ま
し
た
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
支
部
の
統
合

に
着
手
し
、
令
和
五
年
九
月
に
支
部

統
合
推
進
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
令

和
七
年
三
月
ま
で
計
十
八
回
の
協
議

を
行
い
ま
し
た
。
統
合
の
目
的
は
、

支
部
毎
に
分
散
し
て
い
た
予
算
や
事

業
の
統
合
、
役
員
の
負
担
軽
減
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
既
存
事

業
の
拡
充
及
び
新
規
事
業
の
立
ち
上

げ
に
つ
い
て
は
、
単
位
ク
ラ
ブ
に
協

力
を
促
し
、
単
位
ク
ラ
ブ
を
活
性
化

さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
統
合
を
き
っ
か
け
に

会
員
が
増
え
、
筑
前
町
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
連
合
会
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い

け
た
ら
と
考
え
ま
す
。

令
和
六
年
度
は
、
支
部
統
合
へ
の

更
な
る
理
解
を
求
め
る
た
め
、
今
ま

で
三
輪
支
部
「
新
生
学
級
」、
夜
須
支

部
「
し
あ
わ
せ
学
級
」
と
し
て
、
支

部
毎
に
計
画
し
て
い
た
講
演
会
等
の

一
部
を
合
同
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
参
加
者
の
増
員
、
支
部
会
員

同
士
の
交
流
に
つ
な
が
り
、
令
和
七

年
度
か
ら
は
、「
か
が
や
き
学
級
」
と

し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

令
和
六
年
度
の
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、「
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」
を
開
催

し
、
三
十
五
名
の
出
場
者
、
二
八
〇

名
以
上
の
観
客
と
な
り
ま
し
た
。「
カ

ラ
オ
ケ
大
会
」
は
、
筑
前
町
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
取
組
と
し
て
実
施

し
た
こ
と
か
ら
、
三
輪
支
部
・
夜
須

支
部
の
交
流
と
し
て
も
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
筑
前
町
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
通
し
て
、
会
員
同
士
や
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
今
年
で
合
併
二
十
周
年
を
迎

え
る
筑
前
町
と
と
も
に
、
筑
前
町
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
も
統
合
し
、
楽

し
く
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
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仕
事
の
成
果
を

　
　
　「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
へ

地
域
活
動
を
通
し
て
思
う
こ
と
。

大
刀
洗
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

今
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
高
砂
会
　
女
性
部
長

平
田
　
幸
代

福
津
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会 

　
東
福
間
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

高
場
　
光
伸

北
筑
後
地
区

大
刀
洗
町
は
広
大
な
筑
後
平
野
に
あ

り
、
筑
後
川
の
北
岸
に
位
置
し
た
田
園

風
景
が
広
が
る
長
閑
な
と
こ
ろ
で
す
。

私
が
活
動
す
る
今
区
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク

教
徒
の
多
く
住
ま
う
地
域
で
、
昔
か
ら

福
津
市
東
福
間
は
、
福
津
市
南
東
部

に
位
置
し
、
昭
和
四
十
年
代
に
誕
生
し

た
古
い
団
地
で
す
。

僭
越
な
が
ら
私
の
仕
事
上
の
体
験
談

で
す
。
ま
ず
私
の
職
務
経
歴
で
す
が
、

一
九
七
九
年
四
月
国
鉄
入
社
、
J
R
九

州
に
移
行
後
二
〇
一
二
年
約
三
十
三
年

の
勤
続
年
数
を
経
て
退
社
し
ま
し
た
。

国
鉄
、
J
R
九
州
時
代
の
仕
事
は
保
線

で
線
路
の
凹
凸
を
直
す
の
が
仕
事
で

し
た
。

入
社
か
ら
二
十
五
年
が
過
ぎ
た
頃
保

線
の
メ
イ
ン
と
言
え
る
軌
道
管
理
を
担

当
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
存
在
す
る

文
献
で
は
対
応
出
来
な
い
問
題
点
が
多

発
し
私
を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
五
年
の
歳
月
を
か
け
て
膨
大
な
デ
ー

タ
を
分
析
、
検
証
を
経
て
世
界
初
と
な

る
新
し
い
管
理
手
法
を
考
案
、
貴
重
な

資
料
を
完
成
さ
せ
鉄
道
総
合
技
術
研
究

所
に
拝
見
し
て
い
た
だ
き
、「
世
界
を
相

手
に
通
用
し
ま
す
！
」
と
の
コ
メ
ン
ト

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
理
由
は
C
Ｔ

ス
キ
ャ
ン
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
差
、
こ
れ
が
理

由
で
す
。
な
お
研
究
資
料
は
現
在
J
R

九
州
の
他
、
大
手
鉄
道
会
社
四
社
と
土

木
学
会
、
鉄
道
総
合
技
術
研
究
所
の
二

法
人
に
情
報
共
有
し
て
い
ま
す
。

で
は
な
ぜ
何
の
取
柄
も
な
い
私
が
世

界
を
制
す
る
仕
事
が
出
来
た
の
か
？
そ

れ
は
潜
在
能
力
と
言
え
る
細
か
い
と
こ

ろ
ま
で
見
る
こ
と
、
考
え
る
能
力
、
そ

し
て
感
じ
る
能
力
を
向
上
心
に
繋
げ
る

こ
と
で
し
た
。
そ
れ
を
芽
生
え
さ
せ
た

の
が
、
成
長
期
で
も
一
番
重
要
と
い
え

る
中
学
時
代
に
鉄
棒
で
一
番
難
し
い
エ

ビ
上
が
り
が
出
来
た
時
、「
高
場
が
そ
ん

な
こ
と
で
き
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

見
直
し
た
ぞ
！
」
と
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に

生
ま
れ
て
初
め
て
褒
め
ら
れ
た
こ
と
で

し
た
。
当
時
の
福
間
中
学
三
年
六
組
が

世
界
に
つ
な
が
る
ル
ー
ツ
で
あ
り
、
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
言
え
ま
す
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
当
時
の
ク
ラ
ス
の
担
任

や
各
先
生
方
、
同
級
生
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
の
出
会
い
か

ら
四
十
五
年
後
に
、「
昭
和
四
十
六
年
度

福
間
中
学
校
卒
業
生
還
暦
同
窓
会
」
の

知
ら
せ
が
舞
い
込
ん
で
き
ま
し
た
。
久

し
ぶ
り
に
会
う
同
級
生
た
ち
や
先
生
方

と
の
同
窓
会
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
、
と
て
も
楽
し
い

ひ
と
時
で
し
た
。

そ
の
後
も
交
流
を
続
け
て
い
ま
す

が
、
昨
年
、
古
希
前
に
「
プ
レ
古
希
同

窓
会
」・五
十
五
年
ぶ
り
の
「
修
学
旅
行
」

を
実
施
し
、
仲
間
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
う

素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

そ
の
際
に
、
あ
る
友
人
が
「
今
、
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
事
務
局
を
や
っ
て
お
り
、

仲
間
の
皆
さ
ま
と
楽
し
く
ふ
れ
あ
う
こ

と
が
と
て
も
楽
し
く
、
そ
れ
が
健
康
長

寿
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。」
と
言
っ
た

こ
と
に
、自
分
の
仕
事
上
の
経
験
が
き
っ

と
役
に
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、

昭
和
四
十
年
代
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
東
福
間
団
地
に
あ
る
「
東
福
間
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
に
入
会
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
出
会
う
た
く
さ
ん
の
皆
さ

ま
方
と
の
ふ
れ
あ
い
を
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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み
ん
な
で
楽
し
く
童
謡
・
唱
歌
！

筑
後
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

女
性
副
部
長　

平
　
　
勝
子

筑
後
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

で
は
、
毎
月
第
三
金
曜
日
の
午
後
、
楽

し
い
歌
声
が
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
十
一
月
に
、
公
民
館

活
動
と
し
て
、
十
四
名
の
会
員
で
は
じ

ま
っ
た「
童
謡・唱
歌
を
楽
し
く
歌
う
会
」

の
歌
声
で
す
。

牟
田
口
和
良
先
生
の
指
導
で
、
ま
ず

「
筑
後
市
歌
」と「
筑
後
市
の
歌
」を
歌
い
、

そ
の
後
、
童
謡
・
唱
歌
を
歌
い
ま
す

が
、
評
判
が
口
コ
ミ
で
広
が
り
、
平
成

二
十
六
年
に
は
、
六
十
名
の
会
員
と
な

り
、
市
内
の
み
な
ら
ず
、
市
外
か
ら
も

参
加
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
五
日　

さ

ん
し
か
ふ
れ
あ
い
祭
（
山
梔
窩
：
江
戸

時
代
末
期
の
勤
皇
の
志
士
、
真
木
和
泉

支
え
合
い
、
声
掛
け
あ
い
が
日
常
的
に

行
わ
れ
て
い
る
温
か
な
地
域
で
す
。

十
五
年
ほ
ど
前
に
健
康
づ
く
り
の
推

進
の
た
め
、「
今
区
健
康
体
操
」
を
、

女
性
の
同
好
会
と
し
て
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
し
か
し
、
同
好
会
で
の
存
続
で
は

長
続
き
し
な
い
と
考
え
、
区
民
を
巻
き

込
ん
だ
活
動
を
、
と
区
に
お
願
い
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
老
人
ク
ラ
ブ
主
催

で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
毎
週
月
曜
日
の
午
前
中
に
公

民
館
で
健
康
体
操
を
し
、
終
了
後
に
は

サ
ロ
ン
を
追
加
し
実
践
し
て
い
ま
す
。

運
営
費
は
、
毎
月
四
回
以
上
の
開
催

を
行
う
こ
と
等
を
条
件
に
町
か
ら
助
成

が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
活
用
し
参

加
者
か
ら
は
月
に
一
〇
〇
円
を
お
茶

代
と
し
て
徴
収
し
、
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
、
よ
も
や
ま
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
す
。
特
に
、
月
一
回
の
特
別
サ
ロ
ン

の
日
に
は
、
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
午
後

三
時
ま
で
楽
し
く
過
ご
し
て

い
ま
す
。

こ
の
頃
か
ら
、
サ
ロ
ン
の
日

や
そ
れ
以
外
の
日
で
も
、
男
性

六
名
ほ
ど
が
マ
ー
ジ
ャ
ン
・
将

棋
に
ワ
イ
ワ
イ
と
楽
し
く
仲

間
づ
く
り
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
、
男
性
は
家
族
以
外
の

方
と
の
か
か
わ
り
合
い
が
薄

守
保
臣
の
ち
っ
居
跡
・
没
後
一
五
〇
年

祭
）
に
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
年
十
一
月
一
日
は
、
筑

後
市
制
六
十
周
年
記
念
式
典
に
参
加

し
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
ち
く
ご
児
童
合

唱
団
と
筑
後
市
歌
を
合
唱
し
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
三
日
に
は
、
市
制
六
十
周

年
を
記
念
し
て
、
筑
後
市
歌
を
も
っ
と

広
げ
よ
う
と
い
う
主
旨
で
、「
筑
後
市
歌

と
童
謡
唱
歌
を
歌
う
集
い
」
を
開
催
し
、

約
一
五
〇
名
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
新
聞
に
取
り

上
げ
ら
れ
、
そ
れ
を
読
ま
れ
た
筑
後
市

歌
の
作
詞
者
（
昭
和
二
十
九
年
に
一
般

公
募
）
の
ご
親
族
か
ら
「
父
の
作
っ
た

市
歌
が
歌
い
つ
が
れ
て
う
れ
し
い
」
と

の
感
激
の
便
り
が
届
き
、
集
い
を
き
っ

か
け
に
つ
な
が
り
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
後
、
市
役
所
で
は
、
お

昼
に
「
筑
後
市
歌
」
が
放
送
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
会
で
使
用
す
る
歌
の
本
は
、

手
作
り
で
六
冊
、
一
〇
二
ペ
ー
ジ
、

二
四
九
曲
が
収
録
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
曲

に
は
番
号
が
つ
い
て
い
ま
す
。
会
員
増

と
な
り
、
歌
の
本
が
足
り
な
く
な
り
、

会
員
さ
ん
達
で
作
り
ま
し
た
。
印
刷
の

人
、
ペ
ー
ジ
を
重
ね
る
人
、
と
じ
こ
む

人
、
背
表
紙
を
つ
け
る
人
と
手
分
け
し

い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
地
域
に
居
場

所
が
あ
る
こ
と
、
外
出
の
機
会
が
増
え

る
こ
と
で
生
活
に
張
り
が
出
て
い
る
よ

う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
サ
ロ
ン
を
開
催
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
の
輪
が
少
し
ず
つ
広

が
っ
て
い
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い

ま
す
。

最
近
、
健
康
体
操
の
参
加
者
や
地
域

を
担
う
人
も
高
齢
化
し
、
様
々
な
活
動

に
支
障
を
き
た
す
よ
う
に
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
従
来
の
役
職
や
活
動
の
在

り
方
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
、
地
域
に

新
し
く
居
住
さ
れ
た
方
々
に
対
し
て
、

無
関
心
を
装
う
の
で
は
な
く
、
温
か
く

受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
内
の

雰
囲
気
作
り
を
目
指
す
考
え
で
す
。
今

後
と
も
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
つ
つ
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。



第 88 号 (14)

て
作
り
ま
し
た
が
、
こ
う
い
う
作
業
は
、

初
め
て
の
人
も
あ
り
、
大
に
ぎ
わ
い
で

充
実
し
た
作
業
で
し
た
。

会
で
歌
う
曲
は
、
先
生
が
そ
の
都
度

指
示
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、「
七
番　

里

の
秋
」
と
指
示
さ
れ
る
と
、「
こ
う
い
う

歌
で
す
」
と
言
っ
て
、
最
初
の
一
小
節

を
歌
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
忘
れ
て
い

る
歌
で
も
、
先
生
の
歌
声
で
思
い
出
し

ま
す
。

先
生
の
す
ば
ら
し
い
歌
声
を
聞
く
の

も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

最
後
に
、「
ふ
る
さ
と
」
と
「
今
日

の
日
は
さ
よ
う
な
ら
」
を
歌
い
ま
す
が
、

毎
回
約
三
〇
曲
を
歌
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
平
均
年
齢
八
十
一
才
、
二
十
五

名
の
会
員
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

友
愛
・
健
康
活
動
実
践
の

　
　
田
口
校
区
老
人
ク
ラ
ブ

南
筑
後
地
区

大
川
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
編
集
委
員

元
川
口
校
区
老
人
会
会
長 

古
賀
　
政
則

私
は
老
連
便
り
の
編
集
委
員
を
し

て
い
ま
す
が
、
投
稿
さ
れ
る
原
稿
を

読
ま
せ
て
頂
い
て
編
集
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
執
筆
を
依
頼
さ
れ
課
題
に

沿
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
編
集
活

動
の
中
で
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を

し
て
い
る
田
口
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
起
点
と

す
る
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

取
組
内
容
と
し
て
、
独
居
老
人
・

高
齢
者
の
手
助
け
と
し
て
、
庭
の
清

掃
・
樹
木
の
剪
定
・
買
い
物
の
手
伝
い
・

病
院
へ
の
送
迎
・
電
球
の
取
り
換
え

等
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
役
員

を
巻
き
込
ん
で
取
り
組
ん
で
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

上
記
の
活
動
は
、
協
議
会
の
役
員

が
役
割
分
担
を
決
め
て
い
る
と
の
こ

と
で
、
経
費
等
に
お
い
て
は
若
干
頂

い
て
の
活
動
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
あ
お
ぎ
り
荘
（
介
護
施
設
）

と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
り
、
食
事
会
、
健

康
維
持
活
動
、
そ
の
他
の
コ
ラ
ム
を

設
け
て
、
小
学
校
の
教
室
を
利
用
し

て
の
活
動
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。上

記
の
活
動
を
見
ま
す
と
、
社
会

貢
献
・
友
愛
・
健
康
活
動
と
、
こ
れ

か
ら
先
の
大
切
な
活
動
と
思
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
片
道
切
符
の
人
生

に
お
い
て
最
後
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
で
あ
り
、
精
一
杯
生
き
て
、
銀
河
鉄

道
ス
リ
ー
ナ
イ
ン
の
列
車
に
乗
り
、
銀

河
の
彼
方
へ
旅
立
つ
こ
と
だ
と
思
い
、

校
区
の
老
人
会
長
を
し
て
居
る
お
り
、

田
口
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
ち
な
ん
で

私
も
こ
の
よ
う
な
取
組
み
を
し
た
く

模
索
し
、
田
中
食
品
会
長
の
支
援
の
下

計
画
を
し
ま
し
た
が
、
皆
様
の
賛
同
を

得
ら
れ
ず
挫
折
し
た
の
で
す
。
そ
れ
か

ら
間
も
な
く
田
中
会
長
は
銀
河
の
彼

方
へ
と
旅
立
た
れ
ま
し
た
が
、
気
落
ち

し
て
い
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
政
府
が
世
界
の
多
く
の

科
学
者
と
協
力
し
て
行
っ
た
調
査
研

究
に
よ
る
と
、
人
間
が
、
よ
り
豊
か

な
心
で
幸
福
で
い
る
た
め
に
は
、
何

が
必
要
か
、
日
常
の
生
活
の
中
で
実

践
で
き
る
五
つ
の
項
目
が
勧
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

第
一
は
、
周
り
や
地
域
の
人
々
と

「
つ
な
が
る
こ
と
」。

第
二
は
、「
活
動
的
で
あ
る
こ
と
」。

第
三
は
、「
関
心
を
持
つ
こ
と
」。

第
四
は
、「
学
び
続
け
る
こ
と
」。

第
五
は
、
人
に
何
か
良
き
も
の
を

「
与
え
る
こ
と
」。

す
な
わ
ち
、
身
近
な
家
族
や
友
人
、

地
域
を
大
切
に
し
て
、
人
間
と
つ
な

が
り
、
生
き
生
き
と
活
動
す
る
。
社

会
や
環
境
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
学

ぶ
こ
と
を
怠
ら
ず
、
人
の
為
に
献
身

す
る
。
こ
こ
に
豊
か
な
心
で
幸
福
に

生
き
る
た
め
の
要
諦
が
あ
る
と
い
う

の
で
す
。

こ
の
研
究
報
告
を
実
践
し
て
い
る

の
が
、
田
口
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
と
コ

ミ
セ
ン
の
活
動
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

で
も
、
現
実
は
老
人
ク
ラ
ブ
の
会

長
・
役
員
等
の
な
り
手
が
な
い
の
と

老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
す
る
人
が
い
な

く
て
、
何
の
希
望
が
有
る
の
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
持
つ
こ
と
が
生
き
る
要
諦
だ
と
思

い
編
集
委
員
を
し
て
い
ま
す
。

人
は
自
分
を
忘
れ
、
そ
し
て
生
き
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私
の
趣
味
　
た
け
の
こ
堀
り

の
こ
と
な
ど

大
川
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

大
野
島
南
寿
会 

古
賀
　
　
明
　

る
行
動
を
す
れ
ば
、
健
康
寿
命
が
保

た
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。
読
売
新
聞

社
主
の
正
力
松
太
郎
さ
ん
は
、
自
己

を
忘
れ
る
こ
と
は
自
己
を
生
か
す
こ

と
で
あ
り
、
自
己
に
報
い
る
こ
と
に

な
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
参
集
し
、

自
己
を
忘
れ
る
時
間
を
作
っ
た
ら
如

何
な
も
の
か
と
も
思
い
ま
す
。

私
の
住
ん
で
い
る
大
野
島
は
、
島

の
半
分
は
福
岡
県
大
川
市
。
あ
と
の

半
分
は
、
佐
賀
県
佐
賀
市
が
所
有
し
、

大
野
島
の
真
ん
中
に
あ
る
南
中
通
り

に
住
ん
で
い
ま
す
。

私
の
趣
味
と
言
え
る
か
ど
う
か
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
毎
年
た
け
の
こ
掘

り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
職
場
を

退
職
し
、
遊
ん
で
い
た
時
、
新
聞
を

見
て
い
た
ら
竹
林
オ
ー
ナ
ー
の
募
集

が
載
っ
て
い
た
の
で
、
八
女
市
の
黒

木
町
役
場
に
申
し
込
み
、
道
か
ら
す

ぐ
の
と
こ
ろ
を
借
り
、
一
年
間
に

一
万
二
千
円
支
払
っ
て
い
ま
し
た

が
、
二
年
前
に
土
地
を
広
げ
、
今
は

二
万
二
千
円
支
払
っ
て
い
ま
す
。
自

宅
か
ら
は
車
で
一
時
間
か
か
り
ま
す
。

た
け
の
こ
も
表
と
裏
が
あ
り
、
一
年

交
代
で
出
て
く
る
本
数
が
違
い
ま
す
。

私
の
と
こ
ろ
は
今
年
は
表
年
で
た

く
さ
ん
掘
れ
る
予
定
だ
っ
た
の
で
、

高
く
売
れ
る
時
に
賃
借
料
の
分
は
確

保
す
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
三
月
に

入
っ
て
も
寒
い
日
が
続
い
た
の
で
山

に
入
る
の
が
遅
れ
、
通
路
も
山
林
の

中
も
い
の
し
し
に
や
ら
れ
て
地
面
は

で
こ
ぼ
こ
に
な
っ
て
歩
く
の
が
た
い

へ
ん
で
し
た
。
山
に
行
き
は
じ
め
て

か
ら
四
回
～
五
回
位
は
一
本
も
と
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
人
が
山
に
入
っ
た

ら
い
の
し
し
は
入
ら
な
い
と
き
い
て

い
ま
し
た
の
で
、
ぼ
ち
ぼ
ち
立
ち
始

め
て
十
本
く
ら
い
掘
っ
て
帰
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
度
は
人
間

の
ど
ろ
ぼ
う
が
私
の
と
こ
ろ
は
表
で

す
が
、
ほ
か
の
と
こ
ろ
は
裏
作
で
、

ま
た
い
の
し
し
が
入
っ
て
た
け
の
こ

が
高
く
売
れ
る
の
で
三
人
で
掘
っ
て

い
ま
し
た
。

い
の
し
し
防
止
の
為
に
親
類
か
ら

も
ら
っ
た
の
り
網
を
借
り
入
れ
て
い

る
と
こ
ろ
に
張
り
め
ぐ
ら
せ
て
い

ま
し
た
が
、
五
～
六
本
位
入
っ
た
ざ

る
が
三
個
あ
り
ま
し
た
。
自
分
達
は

三
年
位
に
賃
借
料
を
払
っ
て
い
る
と

言
っ
て
ま
し
た
が
、
警
察
に
電
話
を

す
る
と
い
っ
た
ら
、
堀
っ
た
た
け

の
こ
を
お
い
て
帰
っ
て
い
き
ま
し

た
。
妻
と
朝
早
く
か
ら
掘
り
に
い
き
、

二
十
本
～
三
十
本
位
掘
っ
た
ら
帰
り

は
知
人
に
配
り
な
が
ら
帰
り
ま
す
。

一
軒
に
二
～
三
個
も
っ
て
い
く
と「
初

も
の
」、「
今
年
は
高
い
か
ら
ま
だ
買
っ

て
な
い
」
と
か
言
っ
て
喜
ば
れ
る
の

を
聞
く
の
が
好
き
で
ほ
と
ん
ど
配
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

た
け
の
こ
は
保
存
が
で
き
な
い
か

い
ろ
い
ろ
聞
い
て
み
ま
し
た
が
、
湯

が
い
て
か
ら
食
べ
る
位
の
大
き
さ
に

カ
ッ
ト
し
て
、
白
砂
糖
を
ま
ぶ
し
て

フ
リ
ー
ザ
ー
パ
ッ
ク
に
入
れ
、
冷
凍

し
た
ら
い
い
と
話
し
を
き
い
た
の
で
、

昨
年
は
十
個
位
冷
凍
し
、
食
べ
る
時

は
な
べ
の
中
に
凍
っ
た
ま
ま
い
れ
て

煮
つ
け
て
食
べ
ま
す
。
ま
た
、
ス
カ

ス
カ
し
た
と
こ
ろ
は
た
け
の
こ
ご
は

ん
の
具
に
し
ま
す
。

ま
た
、
自
己
流
で
俳
句
や
川
柳
を

作
り
ま
す
。
自
分
な
り
に
見
た
こ
と

や
感
じ
た
こ
と
を
筆
ぺ
ん
で
し
た
た

め
ま
す
。
墨
絵
を
描
く
こ
と
も
好
き

な
の
で
、
ひ
ま
な
と
き
は
コ
ピ
ー
用

紙
に
描
い
た
り
し
て
ま
す
。

拙
い
文
で
ま
と
ま
り
が
な
く
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
が
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
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会
員
増
強
運
動

筑
豊
地
区

中
間
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

福
寿
会
会
長　

池
上
　
政
志

私
が
福
寿
会
に
入
会
し
た
の
は

六
十
九
歳
の
時
で
会
員
は
三
十
一

名
い
ま
し
た
。
し
か
し
二
年
後
に
は

二
十
五
名
に
な
り
、
私
が
七
十
二
歳

で
会
計
を
任
さ
れ
た
時
は
二
十
三
名

ま
で
減
っ
て
い
ま
し
た
。（
そ
の
後

二
十
二
名
ま
で
に
な
っ
た
）

こ
れ
で
は
ま
ず
い
何
と
か
し
な
け

れ
ば
と
思
い
、
つ
い
妻
に
話
し
ま
し

た
。
そ
の
時
妻
か
ら
「
お
父
さ
ん
、

老
人
会
の
人
と
近
所
の
人
を
除
い
て

顔
見
知
り
の
人
が
何
人
位
お
る
と
」

と
聞
か
れ
、「
ほ
と
ん
ど
お
ら
ん
」
と

答
え
ま
し
た
。
そ
の
時
妻
が
「
そ
れ

で
は
人
を
増
や
す
の
は
無
理
」
と
答

え
、
先
ず
顔
見
知
り
を
増
や
す
こ
と

を
考
え
た
ほ
う
が
良
い
と
言
わ
れ
て

活
動
報
告
に
あ
た
り
、
我
が
桂
川

町
の
P
R
を
致
し
ま
す
。

私
の
町
は
福
岡
県
の
「
へ
そ
」、
ほ

ぼ
中
心
に
位
置
し
、
か
つ
て
は
炭
鉱

で
栄
え
、
今
は
福
岡
地
区
の
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
す
る
人
口
約

一
二
、八
〇
〇
人
の
町
で
、
町
内
に
は

国
の
特
別
遺
跡
に
指
定
さ
れ
た
王
塚

古
墳
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
古
墳
は
装
飾
古
墳
で
、
レ
プ

考
え
た
末
、
丁
度
そ
の
時
自
治
会
長

よ
り
公
民
館
の
仕
事
の
一
部
を
手

伝
っ
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
た
こ
と
を

思
い
つ
き
ま
し
た
。

公
民
館
を
使
用
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
（
九
グ
ル
ー
プ
）
が
あ
り
、
そ
の

人
達
と
顔
見
知
り
に
な
る
よ
う
小
ま

め
に
公
民
館
に
足
を
運
び
ま
し
た
。

そ
し
て
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
雑
談
し

た
り
、
卓
球
を
し
た
り
し
て
顔
見
知

り
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
色
々
な
グ
ル
ー
プ
と
福

寿
会
で
食
事
会
や
忘
年
会
を
行
い
、

ゲ
ー
ム
・
ク
イ
ズ
・
カ
ラ
オ
ケ
大
会

な
ど
で
交
流
し
、
福
寿
会
の
現
状
を

説
明
し
理
解
し
て
も
ら
い
、
今
後
三

年
間
は
役
職
無
し
と
い
う
約
束
で
、

「
ベ
ッ
ピ
ン
さ
ん
」
七
名
に
四
月
か
ら

入
会
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
も
う
一
つ
お
知
ら
せ

し
て
お
き
ま
す
。「
福
寿
会
の
会
則
」

で
、
福
寿
会
に
入
会
し
て
い
な
い
と
公

民
館
で
の
活
動
が
で
き
な
い
と
い
う

ル
ー
ル
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
を

な
く
し
ま
し
た
。
お
か
げ
で
「
卓
球
四

名
」「
カ
ラ
オ
ケ
四
名
」「
踊
り
の
会
二

名
」
の
メ
ン
バ
ー
が
増
え
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
は

十
八
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
会
社
勤

め
、
そ
し
て
六
十
八
歳
ま
で
ア
ル
バ

リ
カ
が
古
墳
ド
ー
ム
と
し
て
一
般
に

公
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
古
墳
に
関

心
の
あ
る
方
は
、
博
多
か
ら
「
筑
豊
、

福
北
ゆ
た
か
線
」
で
四
〇
分
、
桂
川

駅
北
口
か
ら
徒
歩
五
分
で
古
墳
館
を

見
学
出
来
ま
す
。
古
墳
に
関
心
の
あ

る
方
、
ぜ
ひ
見
学
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ま
た
、
桂
川
町
は
平
成
大
合
併
の

最
中
、
二
市
八
町
の
合
併
に
反
対
し
、

嘉
穂
郡
た
だ
一
つ
の
町
と
し
て
、
小

さ
な
町
な
が
ら
合
併
せ
ず
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

さ
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
で
す

が
、
私
の
住
居
が
あ
る
桂
川
九
郎
丸

区
は
農
家
と
新
興
住
宅
地
で
世
帯
数

は
一
五
〇
世
帯
で
す
が
、
区
の
会
員

に
な
ら
な
い
世
帯
も
多
く
、
区
の
老

人
ク
ラ
ブ
加
入
者
は
、
現
在
男
性
九

名
、
女
性
十
一
名
の
合
計
二
十
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。

桂
川
町
全
体
の
ク
ラ
ブ
数
は
十
四

ク
ラ
ブ
で
、
会
員
数
は
二
八
九
名
で

す
。
昭
和
五
十
二
年
時
点
で
は
三
十

地
区
で
約
一
、二
〇
〇
名
の
組
織
で
し

た
。
老
齢
（
六
十
歳
以
上
）
人
口
は

約
四
、〇
〇
〇
名
に
近
づ
い
て
お
り
、

高
齢
社
会
な
の
に
ク
ラ
ブ
の
加
入
者

は
減
少
傾
向
で
す
。

九
郎
丸
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、
三
か

月
に
一
回
の
定
例
会
と
公
民
館
掃
除
・

イ
ト
、
そ
の
間
、
人
と
の
関
わ
り
は

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
人
と
の

関
わ
り
が
激
減
し
大
変
で
し
た
。

し
か
し
、
今
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
大

変
だ
っ
た
け
れ
ど
も
福
寿
会
に
入
っ

て
楽
し
い
こ
と
の
方
が
多
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

桂
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

活
動
報
告

（
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
）

桂
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

会
長　

大
村
　
和
夫
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お
宮
掃
除
を
中
心
に
し
た
お
茶
飲
み

会
が
主
な
も
の
で
す
。
通
学
路
に
面

し
た
ク
ラ
ブ
員
は
、朝
の「
挨
拶
運
動
」

を
行
い
子
供
た
ち
と
の
触
れ
合
い
に

努
め
て
い
ま
す
。

町
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
活
動
は
、

ペ
タ
ン
ク
大
会
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
が
中
心
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
は
年
二
回
実
施
し
て
い

ま
す
。（
参
加
者
は
各
大
会
約
一
〇
〇

名
）ま

た
、
十
一
月
に
は
演
芸
大
会
を
実

施
、
十
二
月
に
は
学
童
保
育
の
小
学
生

を
招
待
し
て
桂
川
小
学
校
体
育
館
で

体
育
大
会
を
実
施
し
ま
す
。
参
加
者
全

員
で
の
盆
踊
り
や
玉
入
れ
ゲ
ー
ム
で

学
童
た
ち
に
触
れ
合
う
喜
び
と
、
パ
ン

食
い
競
争
に
夢
中
に
な
る
子
供
た
ち

か
ら
元
気
を
い
た
だ
き
、
会
員
も
笑
い

あ
り
の
体
育
活
動
で
、
土
曜
保
育
活
動

の
援
助
に
も
な
る
と
い
う
有
意
義
な

活
動
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
町
連
合
会
活
動
の
メ
イ

ン
が
一
泊
研
修
旅
行
で
す
。
昨
年
は

久
留
米
市
美
術
館
、筑
後
川
温
泉
「
桑

之
屋
」
に
一
泊
宿
泊
（
三
十
名
参
加
）。

楽
し
い
健
康
づ
く
り
の
宿
泊
と
見
学

研
修
を
実
施
。「
心
の
健
康
づ
く
り
」

で
し
た
。
宿
泊
の
宴
会
は
に
ぎ
や
か

な
会
食
と
な
り
ま
し
た
。

一
泊
の
研
修
旅
行
に
つ
い
て
は
、

一
昨
年
度
は
平
戸
温
泉
な
ど
気
軽
に

参
加
出
来
る
旅
行
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は
五
十
名
の
大
所
帯
で

し
た
の
で
、
看
護
師
さ
ん
ま
で
参
加

頂
き
バ
ス
二
台
の
楽
し
い
研
修
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

旅
行
に
は
ご
主
人
が
車
椅
子
を
利

用
し
て
い
る
ご
夫
婦
も
参
加
し
ま
し

た
が
、
会
長
始
め
全
会
員
参
加
に
反

対
す
る
方
も
な
く
、
皆
で
車
い
す
を

交
代
で
押
し
な
が
ら
観
光
致
し
ま
し

た
。
笑
顔
の
ご
夫
婦
を
見
て
、
も
し

私
達
が
車
椅
子
を
利
用
す
る
よ
う
に

な
っ
て
も
、
こ
の
会
に
い
れ
ば
旅
行

に
も
参
加
で
き
る
の
だ
と
、
安
心
致

し
ま
し
た
。

令
和
七
年
一
月
に
は
日
帰
り
で
女

性
部
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
行
先

は
篠
栗
町
の
「
博
多
明
太
ヤ
マ
ヤ
工

場
」、
昼
食
は
各
種
明
太
の
食
べ
放
題

で
、
五
十
七
名
の
参
加
者
は
楽
し
く

食
事
し
て
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し

た
。
午
後
は
筥
崎
宮
と
博
多
の
櫛
田

神
社
の
参
拝
で
、
正
月
の
お
宮
参
り

も
楽
し
み
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
楽
し
く
健

康
第
一
の
活
動
に
な
る
よ
う
に
、
単

位
ク
ラ
ブ
の
十
四
名
の
会
長
と
連
合

会
役
員
が
協
議
し
て
、
元
気
が
一
番

「
笑
顔
が
財
産
」
で
あ
る
と
の
考
え
に

基
づ
き
、
健
康
づ
く
り
に
邁
進
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
の
人
生
は
卓
球
と
健
康

京
築
地
区

豊
前
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

副
会
長　

吉
田
　
英
助

私
は
高
校
を
卒
業
後
、
母
校
県
立

築
上
東
高
等
学
校
で
卓
球
の
指
導
を

始
め
て
六
十
年
余
り
、
卓
球
の
コ
ー

チ
を
し
て
き
ま
し
た
。
他
に
高
校
三

校
と
豊
前
築
上
の
中
学
校
五
校
で
子

ど
も
た
ち
に
卓
球
で
接
し
て
き
ま
し

た
。私

の
指
導
は
部
員
と
心
を
通
わ
せ
、

気
持
ち
を
く
み
取
り
、
そ
し
て
私
の

ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
考
え
方
を
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
を
第
一
に
行
い
ま

し
た
。
だ
か
ら
、
部
員
だ
け
で
は
な

く
そ
の
子
の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん

に
な
る
よ
う
な
気
持
ち
で
接
し
ま
し

た
。
時
に
は
厳
し
く
、
時
に
は
楽
し

く
指
導
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
選
手

が
勝
っ
た
時
に
は
一
緒
に
う
れ
し
涙

を
流
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

七
十
歳
を
過
ぎ
て
自
分
自
身
の
こ

と
を
考
え
始
め
て
自
分
の
人
生
を
振

り
返
る
と
、
一
番
心
に
残
る
の
は
子

ど
も
た
ち
と
苦
し
い
と
き
や
楽
し
い

時
を
卓
球
生
活
の
中
で
過
ご
し
た
思

い
出
で
す
。
ま
た
、
毎
日
の
練
習
で

自
分
の
体
が
健
康
で
あ
っ
た
こ
と
も

よ
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

今
年
（
令
和
七
年
）
十
月
に
は

八
十
三
歳
に
な
り
ま
す
。
今
は
老
人

会
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
卓
球
の
練
習
を
週
に
三
回
、
ほ

か
に
朝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
昼

に
は
上
毛
町
で
ペ
タ
ン
ク
を
、
さ
ら

に
夜
は
週
に
一
回
、
教
え
子
と
卓
球

で
す
。
と
て
も
元
気
で
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

老
人
会
の
役
を
引
き
受
け
て
思
う

の
が
、
高
齢
に
な
っ
た
時
一
番
大
事

な
こ
と
は
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
今
の
一
般
的
な
家
庭
は
お
年
寄

り
と
一
緒
に
住
ま
な
く
な
り
ま
し
た
。

あ
る
中
学
校
の
企
画
で
高
齢
者
と
中

学
生
が
ボ
ッ
チ
ャ
で
交
流
会
を
行
い

ま
し
た
。
実
際
に
ボ
ッ
チ
ャ
を
し
た
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レ
ッ
ツ
ダ
ン
ス

豊
前
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

豊
前
市
老
連
会
長　

西
元
　
弘
子

豊
前
市
は
、
福
岡
県
の
東
端
に
位

置
し
、
南
に
修
験
道
の
遺
跡
で
知
ら

れ
る
求
菩
提
山
、
天
然
記
念
物
「
ツ

ク
シ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
自
生
地
」
の
あ

る
犬
ヶ
岳
を
ひ
か
え
、
こ
こ
に
源
を

発
す
る
岩
岳
川
を
中
心
に
豊
前
平
野

が
扇
状
に
開
け
、
北
は
波
静
か
な
周

防
灘
に
面
し
て
い
ま
す
。
自
然
豊
か

な
美
し
い
と
こ
ろ
で
は
有
り
ま
す
が
、

人
口
減
少
、
老
人
化
率
の
上
昇
、
そ

し
て
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
減
少
と
、

元
気
の
無
さ
が
気
に
か
か
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が

楽
し
く
参
加
で
き
る
教
室
を
作
り
た

い
と
思
い
、
昨
年
度
九
月
に
市
老
連

主
催
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室
を
開

設
し
ま
し
た
。

新
し
く
女
性
理
事
に
、
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
を
教
え
る
資
格
を
持
っ
た
方

が
加
わ
り
、
良
い
機
会
を
頂
い
た
の

で
、
四
月
よ
り
指
導
者
と
な
る
女
性

理
事
に
話
を
持
ち
掛
け
、
曜
日
決
め

や
、
場
所
の
確
保
な
ど
の
下
準
備
を

始
め
ま
し
た
。

ま
た
六
月
の
市
老
連
だ
よ
り
に
は
、

新
し
く
開
催
さ
れ
る
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
教
室
の
紹
介
を
含
む
、
太
極
拳
教

室
、
皿
回
し
教
室
、
押
し
花
教
室
の

記
事
を
載
せ
て
、
各
教
室
の
取
材
に

も
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
八
月
に
二

回
プ
レ
オ
ー
プ
ン
を
行
い
、
九
月
か

ら
の
開
講
と
な
り
ま
し
た
。
初
日
は

他
の
女
性
委
員
の
協
力
も
有
っ
て
、

一
〇
人
く
ら
い
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で

し
た
が
、
そ
の
後
人
数
は
増
え
た
り

減
っ
た
り
し
な
が
ら
も
、
今
年
度
も

順
調
に
教
室
運
営
が
で
き
て
い
ま
す
。

音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
す
こ

と
は
本
当
に
楽
し
い
こ
と
だ
と
痛
感

し
ま
す
。
上
手
下
手
に
と
ら
わ
れ
ず
、

仲
間
と
一
緒
に
踊
れ
る
こ
と
が
楽
し

く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
あ
る
時
は
青

春
時
代
の
チ
ェ
リ
シ
ュ
の
曲
を
、
お

正
月
に
は
「
春
駒
」、
三
月
は
東
日
本

の
震
災
を
悼
ん
で
「
花
は
咲
く
」
を

踊
り
ま
し
た
。
難
し
い
ス
テ
ッ
プ
は

脳
活
に
も
な
り
、
フ
ォ
ー
ク
調
の
可

愛
い
ス
カ
ー
ト
を
着
て
、
若
返
っ
た

気
分
で
す
。

レ
ッ
ツ
ダ
ン
ス
！
笑
っ
て
踊
っ
て
、

会
員
増
強
に
つ
な
げ
ま
す

後
、
中
学
生
と
ひ
ざ
を
交
え
て
懇
談

も
し
ま
し
た
。
若
い
人
た
ち
と
の
懇

談
は
若
い
時
の
自
分
を
取
り
戻
し
た

よ
う
で
ま
た
頑
張
り
た
い
と
い
う
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

今
の
老
人
会
は
六
十
歳
ぐ
ら
い
の

世
代
が
な
か
な
か
入
会
し
て
く
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
そ
の
世
代

が
八
十
歳
ぐ
ら
い
に
な
る
と
世
の
中

で
孤
立
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
老
人
会
は

大
切
だ
と
思
う
の
で
す
。
昔
は
井
戸

端
会
議
で
漬
物
で
も
食
べ
な
が
ら
い

ろ
い
ろ
な
世
間
話
を
し
、
お
互
い
に

お
せ
っ
か
い
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
う
い
う
光
景
も
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
ず
は
、
自
分
な
り
に
心
と
体
を

整
え
、
そ
し
て
老
人
会
組
織
を
し
っ

か
り
と
充
実
さ
せ
て
高
齢
者
の
孤
独

を
防
ぎ
、
若
い
人
た
ち
と
も
交
流
し

て
、
横
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、

生
涯
現
役
で
す
。
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令
和
六
年
度
「
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
・

令
和
六
年
度
「
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
・

生
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
報
告

生
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
報
告

福
津
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

副
会
長　

山
田
　
宏
子

十
二
月
六
日
・
七
日
の
二
日
間
、

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
で
、

霞
が
関
の
全
国
社
会
福
祉
協
議
会「
灘

尾
ホ
ー
ル
」
で
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

従
来
の
三
つ
の
セ
ミ
ナ
ー
（
女
性

リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
・
健
康
づ
く
り

中
央
セ
ミ
ナ
ー
・
在
宅
福
祉
を
支
え

る
友
愛
活
動
セ
ミ
ナ
ー
）
が
事
業
見

直
し
に
よ
リ
統
合
さ
れ
て
、
今
回
の

セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

参
加
者
は
三
十
六
都
道
府
県
か
ら
の

八
十
七
名
で
し
た
。

初
日
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

松
島
紀
由
常
務
理
事
か
ら
の
挨
拶
と

「
高
齢
者
を
と
り
ま
く
状
況
と
こ
れ
か

ら
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
」
に
つ
い
て

の
基
調
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
講
義
⑴
「
地
域
で
取
リ

組
む
健
康
づ
く
り
と
支
え
合
い
」
の

テ
ー
マ
で
国
立
女
性
教
育
会
館
萩
谷

奈
津
子
理
事
長
か
ら
の
講
義
で
し
た
。

続
い
て
、
栃
木
県
下
野
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
長
・
横
浜
市
南
区
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部
長
二
人
か

ら
の
事
例
発
表
が
あ
り
、
そ
の
後

二
十
一
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
情
報

交
換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

私
の
グ
ル
ー
プ
は
宮
城
県
女
川
町
・

川
崎
市
・
神
戸
市
垂
水
区
の
方
た
ち

と
健
康
づ
く
リ
・
支
え
合
い
・
助
け

合
い
活
動
に
つ
い
て
三
十
分
と
短
い

時
間
で
し
た
が
、
他
県
地
域
の
活
動

の
取
り
組
み
な
ど
で
、
話
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

神
戸
市
垂
水
単
位
ク
ラ
ブ
の
助
け

合
い
事
業
で
は
、
ゴ
ミ
出
し
や
庭
木

の
剪
定
、
買
い
物
な
ど
で
、
項
目
ご

と
に
料
金
を
設
定
し
活
動
員
に
渡
さ

れ
て
い
る
と
い
う
取
り
組
み
に
は
、

関
心
を
寄
せ
ま
し
た
。

講
義
⑵
「
高
齢
期
の
運
動
に
よ
る

健
康
づ
く
リ
・
介
護
予
防
」
一
〇
〇

歳
を
め
ざ
し
て
自
分
の
足
で
歩
こ

う
！
を
テ
ー
マ
に
、
武
井
正
子
名
誉

教
授
か
ら
の
講
話
で
す
。
高
齢
者
の

運
動
不
足
の
影
響
は

①
関
節
の
動
き
が
悪
く
な
る
。

②
安
静
状
態
が
続
く
と
足
腰
や
大　

腿
部
、
臀
部
な
ど
の
筋
肉
が
減
少
、

屈
筋
よ
リ
伸
筋
が
減
少
。

③
骨
粗
し
ょ
う
症
が
進
行
す
る
。

④
静
脈
血
栓
症
に
な
り
や
す
い
。

⑤
心
肺
機
能
、
消
化
機
能
の
低
下
や

起
立
性
低
血
圧
に
な
リ
や
す
い
。

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、「
い
き
い

き
ク
ラ
ブ
体
操
」
は
、
気
づ
き
の

体
操
、
脳
も
活
性
化
し
ま
す
。
と

い
う
事
で
椅
子
に
座
っ
て
の
体
操

を
全
員
で
行
い
ま
し
た
。

二
日
目
の
講
義
前
に
、
福
岡
県
老

連
よ
り
参
加
の
築
上
町
老
人
連
合
会

長
西
畑
イ
ツ
ミ
さ
ん
、
筑
後
市
シ
ニ

ア
連
合
会
副
会
長
近
藤
キ
ヌ
ヨ
さ
ん

と
の
三
人
で
「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体

操
」
を
、
気
が
引
け
ま
し
た
が
、
会

場
の
壇
上
で
体
操
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。陰

で
県
老
連
職
員
の
松
田
ル
ミ
子

さ
ん
の
フ
ォ
ロ
ー
で
、
無
事
に
役
を

は
た
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

講
義
⑶
「
高
齢
期
の
食
生
活
の
在

り
方
に
つ
い
て
」
東
京
都
健
康
長
寿

医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
の
本
川
桂
子

さ
ん
か
ら
、
フ
レ
イ
ル
予
防
を
基
軸

と
し
た
栄
養
ケ
ア
に
つ
い
て
。

講
義
⑷
「
上
手
な
医
療
の
か
か
り

方
」
日
本
医
師
会
常
任
理
事
の
松
岡

か
お
り
さ
ん
か
ら
地
域
医
療
や
医
療

費
の
仕
組
み
。

講
義
⑸
「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の

予
防
に
つ
い
て
」
東
京
科
学
大
学
院

教
授
松
尾
浩
一
郎
さ
ん
か
ら
歯
と
口

腔
の
健
康
管
理
や
維
持
の
目
的
な
ど
、

口
腔
・
栄
養
・
運
動
の
セ
ッ
ト
の
一

体
的
な
取
リ
組
み
が
健
康
寿
命
を
延

ば
す
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く
と
い
う

口
と
全
身
の
関
係
な
ど
の
講
話
で
し

た
。今

回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
、
健
康
づ
く
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り
や
地
域
支
え
合
い
を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
し
た
五
つ
の
各
講
義
で
は
、
高

齢
者
の
日
常
生
活
の
中
で
意
識
を
持

ち
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
の
再
確
認

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ
目
的

で
地
域
差
は
あ
る
な
か
活
動
さ
れ
て

い
る
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
方
々
と
の

出
会
い
が
あ
り
、
情
報
交
換
が
な
さ

れ
た
こ
と
は
、
と
て
も
有
意
義
な
二

日
間
で
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
で
の
学
び
を
、

今
後
の
活
動
に
活
か
し
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

筑
後
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

女
性
部
長　

近
藤
　
キ
ヌ
ヨ

築
上
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長　

西
畑
　
イ
ツ
ミ

健
康
づ
く
り
の
講
座
は
①
高
齢
者

の
運
動
に
よ
る
健
康
づ
く
り
、
②
高

齢
者
の
食
生
活
の
あ
り
方
、
③
上
手

な
医
療
の
か
か
り
方
、
④
オ
ー
ラ
ル

十
二
月
五
日
・
六
日
に
標
記
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
た
時
の
報
告
を
簡
単

に
述
べ
ま
す
。

日
時　

　

令
和
六
年
十
二
月
五
日
（
木
）・

　
　
　
　
　
　
　
　

六
日
（
金
）

開
会　

十
一
時　
　

閉
会　

十
六
時

会
場　

　
　

全
国
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
「
灘
尾
ホ
ー
ル
」

　
　

新
霞
が
関
ビ
ル
ロ
ビ
ー
階

福
岡
県
は
事
務
局
一
名
と
山
田
さ

ん
、
近
藤
さ
ん
と
私
の
四
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
健
康
づ
く
り
や
地

フ
レ
イ
ル
の
予
防
の
四
講
座
が
あ
り

ま
し
た
。
私
は
、
高
齢
者
の
食
生
活

の
あ
り
方
の
讃
座
で
、
学
ん
だ
こ
と

を
報
告
し
ま
す
。

わ
が
国
で
は
、
少
子
高
齢
化
、
本

格
的
な
超
高
齢
化
社
会
に
向
か
っ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
は
一
〇
〇
歳
を
目

標
に
、
フ
レ
イ
ル
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ

イ
ル
（
口
腟
機
能
低
下
）
対
策
を
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

食
生
活
で
は
、
年
齢
が
高
く
な
る

ほ
ど
、
た
ん
ぱ
く
質
の
摂
取
は
不
可

欠
で
す
。
特
に
フ
レ
イ
ル
の
人
に
は

効
果
的
で
す
。
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
当

た
り
の
、
た
ん
ぱ
く
質
の
量
が
多
い

ほ
ど
、
骨
格
・
筋
量
（
除
脂
肪
体
重
）

の
低
下
率
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

た
ん
ぱ
く
質
の
効
果
的
な
と
り
方

と
し
て
、
筋
肉
を
効
率
よ
く
作
る
に

は
、
三
度
の
食
事
（
朝
食
・
昼
食
・

夕
食
）
を
、
均
等
に
食
べ
る
こ
と
。

た
ん
ぱ
く
質
だ
け
で
な
く
ビ
タ
ミ
ン
、

ミ
ネ
ラ
ル
分
も
含
め
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
栄
養
素
を
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
る

食
生
活
が
望
ま
れ
ま
す
。

フ
レ
イ
ル
と
は
加
齢
に
伴
い
、
心
と

体
が
徐
々
に
弱
り
、
病
気
に
な
り
や
す

く
な
り
、
要
介
護
状
態
へ
近
づ
い
て
い

く
状
態
を
言
い
ま
す
。
オ
ー
ラ
ル
フ
レ

イ
ル
と
は
、
口
腔
の
衛
生
状
態
、
口
腔

の
乾
燥
状
態
、
咀
嚼
能
力
、
飲
み
込

む
（
嚥
下
）
に
問
題
が
あ
り
、舌
の
力
、

噛
む
力
、
唇
や
舌
の
運
動
力
が
、
弱
い

状
態
を
言
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
健
康

を
保
つ
為
に
は
、栄
養
の
あ
る
食
事
を
、

し
っ
か
り
噛
ん
で
食
べ
、口
の
健
康（
意

識
）
を
保
つ
こ
と
、
歯
ご
た
え
や
食
感

を
楽
し
み
な
が
ら
、
適
切
な
栄
養
が
取

れ
る
、
美
味
し
い
食
事
を
心
が
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。「
お
い
し
く
、
か
む

か
む
、
ご
っ
く
ん
」
で
す
。

栄
養
・
口
腔
・
運
動
は
、
高
齢
者
の

健
康
づ
く
り
に
と
っ
て
、
互
い
に
関
連

性
が
あ
り
、
一
体
的
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。全
国
で
の
取
り
組
み
を
、

地
域
に
持
ち
帰
り
、
運
動
と
し
て
、
地

域
に
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
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域
の
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
・
生
活

支
援
を
総
合
的
に
学
習
す
る
機
会
を

提
供
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
や

活
動
の
協
力
者
を
育
成
し
、
活
動
の

す
そ
野
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

松
島
紀
由
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
常
務
理
事
、
清
水
修
厚
生
労
働
省

老
健
局
認
知
症
施
策
・
地
域
介
護
推

進
課
課
長
補
佐
の
二
人
の
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

基
調
説
明
は
松
島
紀
由
全
国
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
常
務
理
事
の
「
高
齢

者
を
と
り
ま
く
状
況
と
こ
れ
か
ら
の

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
」
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

講
義
①
地
域
支
え
合
い
で
は
「
地

域
で
取
り
組
む
健
康
づ
く
り
と
支
え

合
い
」
と
題
し
て
、
国
立
女
性
教
育

会
館
理
事
長
萩
原
な
つ
子
氏
の
話
。

新
し
く
て
難
し
い
「
く
ら
し
の
こ

ま
り
ご
と
」
の
増
加
と
新
し
い
法
律

が
で
き
た
こ
と
、
持
続
可
能
で
リ
ス

ク
に
強
い
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い

地
域
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

事
例
発
表
「
健
康
づ
く
り
・
介
護

予
防
活
動
、
生
活
支
援
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
」
で
は
栃
木
県
下
野
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
佐
藤
善
行
氏

が
、「
み
ん
な
で
仲
よ
く
元
気
に
か
ら

だ
を
動
か
そ
う　

し
も
つ
け
元
気
は

つ
ら
つ
体
操
の
取
り
組
み
」
に
つ
い

て
発
表
。
横
浜
市
南
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
女
性
部
長
伊
藤
静
江
氏
は
、

「
友
愛
活
動
か
ら
地
域
支
え
合
い
へ　

見
守
り
活
動
を
通
し
て
見
え
て
き
た

も
の
」
に
つ
い
て
発
表
。

講
座
②
健
康
①
（
運
動
）
で
は
、「
高

齢
期
の
運
動
に
よ
る
健
康
づ
く
り
」

に
つ
い
て
順
天
堂
大
学
名
誉
教
授
武

井
正
子
氏
が
、
運
動
の
し
か
た
の
注

意
点
や
動
作
の
効
能
に
つ
い
て
、
足

の
上
げ
下
ろ
し
に
も
意
味
が
あ
る
こ

と
、
続
け
る
こ
と
が
大
事
と
話
さ
れ

た
。講

座
③
健
康
②
（
栄
養
）
で
は
、「
高

齢
期
の
食
生
活
の
あ
り
方
」
に
つ
い

て
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー

研
究
所
本
川
佳
子
氏
が
三
食
で
食
べ

ら
れ
な
か
っ
た
ら
間
食
で
取
る
よ
う

に
、
特
に
蛋
白
質
を
取
る
こ
と
に
気

を
つ
け
る
よ
う
に
と
話
さ
れ
て
、
三

食
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
る
よ
う
に
気
を

つ
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

講
座
④
健
康
③
（
医
療
）
で
は
、「
上

手
な
医
療
の
か
か
り
方
」
に
つ
い
て

日
本
医
師
会
常
任
理
事
松
岡
か
お
り

氏
よ
り
話
が
あ
り
ま
し
た
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
は
生

涯
現
役
を
目
指
す
こ
と
に
も
な
る
。

二
〇
四
〇
年
ま
で
に
健
康
寿
命
を
三

年
延
ば
す
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。

救
急
車
を
適
正
利
用
し
て
ほ
し
い
こ

と
を
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

講
座
⑤
健
康
④
（
歯
・
口
腔
）
で

は
「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
予
防
」

に
つ
い
て
、
東
京
科
学
大
学
大
学
院

松
尾
洋
一
郎
教
授
よ
り
八
〇
二
〇

運
動
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

八
〇
二
〇
運
動
と
は
、
八
十
歳
ま
で

に
二
十
本
の
歯
を
残
す
こ
と
を
言
う
。

歯
を
残
す
た
め
に
は
歯
の
手
入
れ
が

大
切
。
食
べ
物
を
よ
く
噛
む
こ
と
は

歯
が
と
て
も
大
事
に
な
っ
て
く
る
。

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
予
防
に
は
、

自
分
の
歯
で
も
の
を
噛
む
こ
と
が
大

切
だ
と
い
う
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

二
日
間
に
わ
た
っ
て
盛
り
だ
く
さ

ん
の
お
話
に
驚
く
や
ら
、
ま
た
な
る
ほ

ど
と
納
得
す
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

人
生
一
〇
〇
年
時
代
、
健
康
第
一

に
過
ご
す
こ
と
の
大
切
さ
を
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
た
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。

一
〇
〇
歳
に
な
っ
て
も
か
ら
だ
を
動

か
し
体
力
を
維
持
し
、
い
つ
ま
で
も

自
立
し
自
分
の
足
で
歩
く
こ
と
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

お
わ
り
に

セ
ミ
ナ
ー
の
開
始
時
間
に
間
に
合

わ
な
い
の
で
、
前
日
の
午
後
県
老
連

事
務
局
の
松
田
さ
ん
と
私
、
池
田
さ

ん
と
近
藤
さ
ん
と
福
岡
空
港
に
集
合
。

一
路
羽
田
空
港
へ
と
出
発
。
羽
田
に

つ
い
て
ホ
テ
ル
へ
。

夕
方
東
京
駅
や
そ
の
周
辺
を
散
策
。

翌
日
会
場
に
予
定
通
り
行
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
松
田
さ
ん
の

案
内
の
お
か
げ
で
す
。
本
当
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
が
多
方
面
に
亘

り
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
、
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
た

こ
と
に
感
謝
、
感
謝
で
す
。
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「会員増強運動」令和７年度における市町村老連会員増強運動実績一覧
平成26年度から5年間取り組みました「福岡県３万人会員増強運動」に引き続き、令和元年度からは新たな「会員増強運動」に取り組んできま
した。令和６年度からも要綱を一部改正して引き続き取り組んでいますので、ご協力をよろしくお願いします。

連合会名
会員数の状況 会員増

クラブ
増減無
クラブ

会員減
クラブ

解散
休止

新設
復活令和７年度 令和６度 増減

1 朝 倉 市 2,988 3,893 -905 10 5 49 11 0 
2 筑 紫 野 市 1,751 1,903 -152 10 7 24 4 0 
3 春 日 市 1,463 1,510 -47 7 4 17 0 0 
4 大 野 城 市 1,631 1,657 -26 12 4 12 1 0 
5 宗 像 市 940 1,098 -158 8 4 13 3 0 
6 太 宰 府 市 1,066 1,006 60 9 2 11 0 1 
7 糸 島 市 3,833 4,031 -198 25 17 39 4 4 
8 古 賀 市 910 983 -73 6 6 11 1 0 
9 福 津 市 1,567 1,674 -107 19 5 12 3 0 
10 那 珂 川 市 586 608 -22 2 7 8 0 0 
11 宇 美 町 171 327 -156 0 0 7 4 0 
12 篠 栗 町 684 745 -61 4 0 13 0 0 
13 志 免 町 580 670 -90 3 0 8 2 1 
14 須 恵 町 931 962 -31 5 3 13 0 0 
15 新 宮 町 638 698 -60 0 5 8 1 0 
16 久 山 町 527 519 8 4 0 3 0 0 
17 粕 屋 町 1,032 1,106 -74 5 2 11 1 0 
18 筑 前 町 1,142 1,314 -172 1 5 16 0 8 
19 東 峰 村 392 403 -11 1 1 6 0 0 
20 久 留 米 市 12,827 13,618 -791 56 49 128 9 1 
21 八 女 市 3,564 4,085 -521 18 11 67 11 1 
22 筑 後 市 1,132 1,273 -141 4 3 21 1 0 
23 小 郡 市 829 915 -86 3 4 9 2 0 
24 う き は 市 2,985 3,374 -389 12 14 45 6 1 
25 広 川 町 1,666 1,705 -39 8 3 16 0 0 
26 大 刀 洗 町 1,380 1,423 -43 6 5 14 0 0 
27 大 牟 田 市 475 457 18 3 5 9 0 1 
28 柳 川 市 6,990 7,718 -728 29 28 85 9 1 
29 大 川 市 3,280 3,479 -199 8 55 14 4 0 
30 み や ま 市 1,130 1,276 -146 7 4 19 1 0 
31 大 木 町 2,434 2,502 -68 7 15 19 0 0 
32 飯 塚 市 2,080 2,357 -277 14 17 38 8 1 
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末広鶴と日の丸

色　彩 金メッキ入り・高級七金宝製

会員章

鶴（高齢者） が、両翼を扇（末広）状に 広げて、日章（日
本）を担っている図、すなわち、高齢者の歩みは、わ
が国を守り、家庭生活を 支えてきたものであることを
表す。なお、両翼の張り出しは、高齢者の衰えぬ活動
意欲を象徴する。

タック式は、会員章の針を布地に差し込み、
裏側からその針を止め金の穴に差し込んで固定します。
※ピン止式もあります。

内側の円（日章）が赤。外側の鶴が白。
外周の線を金色とする。

タック式

会員章を胸に活動の輪を
広げましょう。

１口　１,000円

①会員章にはタック式とピン止め式の２
種類があります。

②お申込み・お問い合わせは、
　福岡県老人クラブ連合会
　（TEL092-582-9860）へお願いします。

おねがい
〈お申込み・お問い合わせについて〉

連合会名
会員数の状況 会員増

クラブ
増減無
クラブ

会員減
クラブ

解散
休止

新設
復活令和７年度 令和６度 増減

33 田 川 市 957 1,088 -131 0 2 29 3 0 
34 嘉 麻 市 2,165 2,177 -12 18 24 30 0 2 
35 中 間 市 307 405 -98 2 2 10 3 0 
36 宮 若 市 1,523 1,701 -178 5 7 20 3 1 
37 芦 屋 町 435 461 -26 2 4 9 0 0 
38 水 巻 町 546 691 -145 7 2 16 3 0 
39 岡 垣 町 1,043 1,090 -47 2 6 19 0 0 
40 遠 賀 町 879 878 1 3 2 3 0 0 
41 小 竹 町 282 288 -6 5 1 4 0 0 
42 鞍 手 町 490 512 -22 3 0 9 0 0 
43 桂 川 町 289 305 -16 5 1 8 0 0 
44 香 春 町 460 444 16 6 4 4 0 0 
45 添 田 町 435 514 -79 3 2 9 2 0 
46 福 智 町 2,982 3,064 -82 2 20 44 0 0 
47 糸 田 町 149 148 1 3 4 2 0 0 
48 川 崎 町 527 531 -4 6 4 8 0 0 
49 大 任 町 451 446 5 0 15 0 0 0 
50 赤 村 179 173 6 2 0 4 0 1 
51 行 橋 市 4,034 4,400 -366 11 20 47 7 0 
52 豊 前 市 1,614 2,247 -633 5 17 16 13 0 
53 苅 田 町 2,728 2,950 -222 1 2 27 1 0 
54 み や こ 町 3,087 3,133 -46 16 11 25 0 0 
55 築 上 町 804 960 -156 4 2 15 3 0 
56 吉 富 町 169 158 11 2 0 4 0 0 
57 上 毛 町 627 631 -4 5 6 11 0 0 

合 計 90,766 98,684 -7,918 424 448 1,138 124 24 
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役　 職　 名 氏 名 地　 区　 名 備　　　　　考
会 員

（ 代 表 理 事 ）
松　 栄          磐 北　 筑　 後 久留米市老連会長

副 会 員
（ 理 事 ）

岡　 本　 頴　 和 福　　　　 岡 福津市シニア連会長

〃 小　 野          晃 南　 筑　 後 大牟田市老連会長

〃 田　 中　 憲　 司 筑　　　　 豊 飯塚市老連会長

〃 中　 島　　 　 章 京　　　　 築 行橋市老連会長

〃 西　 畑　 イ ツ ミ 京　　　　 築 築上町老連会長

〃 猿　 渡　 春　 子 南　 筑　 後 大牟田市老連女性部長

常 務 理 事 飯　 田　 み ゆ き 事　 務　 局 県老連事務局長

理 事 井　 本　 五　 男 福　　　　 岡 朝倉市シニア連会長

〃 里　 村　 廣　 志 福　　　　 岡 糸島市シニア連会長

〃 小 野 田　 美 智 子 福　　　　 岡 春日市シニア連女性部長

〃 諌　 山　 茂　 樹 北　 筑　 後 うきは市老連会長

〃 綾　 戸　 信　 之 北　 筑　 後 広川町老連会長

〃 井　 上　 初　 美 北　 筑　 後 大刀洗町シニア連女性部長

〃 大　 村　 和　 夫 筑　　　　 豊 桂川町老連会長

〃 古　 瀬　 篤　 子 筑　　　　 豊 中間市老連女性部長

監 事 田　 中　 秀　 行 北　 筑　 後 筑後市シニア連会長

〃 西　 元　 弘　 子 京　　　　 築 豊前市老連会長

地　 区 氏 　 　 名 備 　 　 考

役 員

松 栄  　 磐 県　 老　 連

岡 本 頴 和 県　 老　 連

小 野  　 晃 県　 老　 連

田 中 憲 司 県　 老　 連

中 島 　 章 県　 老　 連

西畑 イツミ 県　 老　 連

猿 渡 春 子 県　 老　 連

福 岡 福岡 力太郎 那珂川市シニア連

北 筑 後 野 上 隆 義 八女市シニア連

南 筑 後 柿 野　　 誠 柳 川 市 老 連

筑 豊 荒谷 美知郎 水 巻 町 老 連

京　 築 八 並 智 由 苅 田 町 老 連

地　 区 氏 　 　 名 備 　 　 考

役 員

西 畑 イ ツ ミ 県 老 連

猿 渡 春 子 県 老 連

小野田美智子 県 老 連

井 上 初 美 県 老 連

古 瀬 篤 子 県 老 連

福 岡
藤 本 秀 子 宗像市シニア連

山 田 宏 子 福津市シニア連

北 筑 後
大 隈 利 子 八女市シニア連

松 下 純 子 小 郡 市 老 連

南 筑 後
古 賀 政 子 大 川 市 老 連

東 原 幸 子 みやま市老連

筑　 豊
米加田　正子 遠 賀 町 老 連

川 野 幸 子 遠 賀 町 老 連

京　 築
長 岡 淳 子 行 橋 市 老 連

福 田 寛 子 吉 富 町 寿 連

地　 区 氏 　 　 名 備 　 　 考

役　 員
綾 戸 信 之 県 老 連

小野田美智子 県 老 連

福　 岡
倉 地 美 智 雄 大野城市シニア連

嘉 藤 正 昭 古賀市シニア連

北 筑 後
寺 﨑 敦 子 久 留 米 市 老 連

東 多 喜 子 うきは市老連

南 筑 後
三 小 田 勲 大牟田市老連

松 尾 正 幸 みやま市老連

筑　 豊
桒 野 良 一 嘉 麻 市 老 連

森　 利 勝 宮 若 市 老 連

京　 築
藤 田 寛 豊 前 市 老 連

井 上 哲 也 みやこ町老連

福岡県老人クラブ連合会役員

財産管理運用委員会委員 女性委員会委員 健康推進委員会委員



第 88 号(25)

　今年度の春の叙勲で、みやま市老人クラブ連合会の松尾正幸会長が、瑞宝
章六つの中で三番目に位置する瑞宝中綬章を受章されました。
　私たち老人クラブにとっても大変名誉なことですので、地元紙「有明新報」
に掲載された記事を転載して紹介します。

　佐賀大学の文化教育学部長、付属小中学校の校長、幼稚園園長と教育者一筋。大学では幼稚
園や小中学校の教員を要請し「約40年間でおよそ１万人を輩出し、国力になっていると思う。国民
のために役に立っており、それに対する勲章。私個人というよりも組織の代表として頂くものと思
う」と受章の弁を語る松尾さん。
　大学に入学した時、先輩から無理やりたばこを吸わされ倒れた。それ以来、たばこが人体に与え
る影響を考えるようになり、欧州の喫煙状況を研究。学生への禁煙教育にも力を入れた。教育学
者の視点から禁煙と受動喫煙についてまとめた著書を出版。学校で教育をするリーダーのテキスト
としても活用されている。
　地域貢献活動にも積極的に取り組む。室町時代から受け継がれ、全国で唯一現存する幸若舞＝
国の重要無形民俗文化財＝が毎年１月20日、地元の大江天満神社に奉納されており、観客の前で
解説している。
　幸若舞を初めて見に来た人から「重要文化財と思って来てみたが全然分からない。面白くない」
と言われて「誰にでも分かりやすい解説が必要では」と幸若舞の特色や意義などを学び、二十数
年前から観客の前に立つ。
　現在、市老人クラブ連合会の会長。福岡県知事から「ふくおか子育てマイスター」に認定されて
いる。

みやま市瀬高町大江。八十歳。

瑞
宝
中
綬
章
を
受
章

み
や
ま
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　
松
尾　
正
幸
会
長

［２０２５年　春の叙勲］　教員１万人を輩出　　　　　　

左から松栄県老連会長、松尾会長、飯田県老連常務理事兼事務局長
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指定旅館をご存知ですか？指定旅館をご存知ですか？
指定旅館は、老人クラブ会員の皆さんが会員相互の親睦を図る場として、老人クラブ会員限定のサー
ビスの提供が可能な施設をご案内する福岡県老連の福利厚生事業です。
研修旅行や家族旅行の際にご利用いただくために、毎年度全ての指定旅館を掲載した「指定旅館のご
案内」(カラー印刷２５ページ程度 )の冊子を全部の単位老人クラブに配布しています。
○個人情報保護法との関連
・指定旅館と福岡県老連は、福利厚生事業のため福岡県老人クラブ名簿を共同利用しています。
・「指定旅館のご案内」の末尾に指定旅館の個人情報管理責任者の氏名を記載しています。この情報管
理者の責任において、転写の禁止・情報漏えいの防止など個人情報を管理しています。

※・申込みの際に、福岡県老人クラブ連合会会員（単位老人クラブ名等）であることを伝えてください。
・指定旅館からの賛助収益は、県老連の事業を実施するための大きな財源となっております。
積極的にご利用いただきますようお願いします。
・２０２４年度の指定旅館から退会された旅館・ホテルがありますので、「２０２５年度指定旅館の
ご案内」をよくご確認いただき、ご利用ください。

１．直接、「指定旅館」へ電話し、まず、次のことを伝えてください。

①「福岡県⽼⼈クラブ連合会」の会員であること（必須）
②市町村名、単位老人クラブ名、申し込み代表者名・連絡先
③利用日時（宿泊か日帰りか）、利用人数（男性○人、女性△人）
④希望するプランまたは予算（食事は２食か、３食か、４食か）
⑤グラウンドゴルフ場、会議・研修室、送迎などの特別な希望
⑥（必要に応じて）見積書を送ってもらえるかどうか

２．指定旅館側の説明（見積書）を確認し、申込み時には、次の点にご留意ください。

①見積書（特別な希望の費用を含む）が、予算や想定額の範囲内かどうか
②特別な希望に、伝えもれがなかったかどうか
③人数変更やキャンセルを申し出る際の条件
　（申し出期間およびキャンセル料の割合）

３．送迎バスの利⽤については、指定旅館側の説明を丁寧に聞き、無理な要求をしない
ようにしてください。（道路運送法上の規制・制限があります）

指定旅館の手引き

指定旅館指定旅館ののご案内ご案内2025年度2025年度
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県名と
位置番号

指　定　旅　館　名 住　　　　　　　　　　　所
電話番号
ＦＡＸ番号

福
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡

1
838-0068
福岡県朝倉市甘木２０９１

0946-22-3344
0946-24-1067

2
811-3521
福岡県福津市勝浦５３０－２

0940-62-3282
0940-62-3941

3
833-0015
福岡県筑後市津島２１０８－１

0942-42-1126
0942-42-1125

4
839-1405
福岡県うきは市浮羽町古川１０９６－１

0943-77-3181
0943-77-3605

5
839-1405
福岡県うきは市浮羽町古川１０９7－１

0943-77-2110
0943-77-2079

6
839-1405
福岡県うきは市浮羽町古川１０９９－３

0943-77-2188
0943-77-3270

7
839-1405
福岡県うきは市浮羽町古川１０９９－８

0943-77-3131
0943-77-7450

8
839-1405
福岡県うきは市浮羽町古川１０９９－１０

0943-77-2148
0943-77-2700

9
832-0057
福岡県柳川市弥四郎町１０－１

0944-72-6295
0944-72-6296

10
838-0821
福岡県朝倉郡筑前町上高場７９５

0946-23-0001
0946-23-0011

熊
　
　
　
本

11
861-0804
熊本県玉名郡南関町大字関村１５５６

0968-69-6111
0968-69-6116

12
　　  天然温泉の宿
　　  玉名ファミリー温泉旅館

865-0061
熊本県玉名市立願寺４２８

0968-74-3888
0968-74-3889

13
865-0061
熊本県玉名市立願寺東段６５６－１

0968-72-7777
0968-72-7783

※詳細な内容については、各単位クラブに配付しております「2025年度　指定旅館のご案内」で
　ご確認ください

２０２5年度　 親睦旅行は指定旅館で決まり！
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★クラブの保険担当者を１名お決めください
※保険担当者とは・・・加入者の取りまとめ、加入申込書の記入、申込内容確認の窓口等をしてくださる方
です。会長様は特に登録いたしませんので実務をしてくださる方をご登録ください。全老連保険係や
保険会社から照会の連絡が入る場合があります。

★加入申込書のご請求　
以下の項目を明記のうえFAXまたはハガキまたはEメールで全国老人クラブ連合会「保険係」まで資料請
求してください。お電話でも承ります。
①所属の市区町村老連名　
②単位老人クラブ名　
③保険担当者氏名

④郵便番号
⑤住所
⑥電話番号

⑦全会員数　
⑧加入予定人数
⑨希望の保険（傷害保険または賠償責任保険または両方）

新規加入をご検討のクラブ（会員）へ

全国老人クラブ連合会に連なる都道府県・指定都市老連および
市区町村老連に所属している単位老人クラブが加入できます 

老人クラブや会員だけが利用できる保険です。

ご自身のケガの補償

老人クラブ傷害保険老人クラブ傷害保険老人クラブ傷害保険老人クラブ傷害保険
自分がケガをしてしまった時の保険です。

会員は所属クラブを通じての任意加入となります。 クラブ全会員での加入が条件となります。

24時間型 活 動 型

相手の物、ケガの補償

老人クラブ賠償責任保険老人クラブ賠償責任保険老人クラブ賠償責任保険老人クラブ賠償責任保険
他人の物を壊したり、

ケガをさせた時の保険です。

〒100-0013  東京都千代田区霞が関３-３-２ 新霞が関ビル５階

ホームページ  http://www.senior-ltd.com/ メールアドレス  hoken@senior-ltd.com

公益財団法人

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社　TEL.03-3597-8768
〈引受幹事保険会社〉 東京海上日動火災保険株式会社 医療・福祉法人部　TEL.03-3515-4143

03-3597-8770お問い合わせ
ご相談 先専用FAX03-3597-8767加入申込書等、

資 料 請 求 先

受付時間 9：30から12：00まで
13：00から17：00まで

土、日、祝祭日、
年末年始休

老人クラブ会員向けに
傷害保険 賠償責任保険で・
全国老人クラブ連合会では所属の単位老人クラブの会員向けに、
もしもの時にそなえる保険をご用意しています

安心
補償

※この広告は、「老人クラブ傷害保険（老人クラブ団体傷害保険特約付帯傷害保険、総合生活保険（傷害補償））」と「老人クラブ賠償責任保険（施設賠償責
任保険・生産物賠償責任保険）」についてご紹介したものです。
ご加入にあたっては、必ず｢パンフレット」｢概要・重要事項説明書｣等をよくお読みください。ご不明な点につきましては、全老連「保険係」までお問い合
わせください。 2025年2月作成　24TC-006926

資料請求／お問い合わせ先


